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秋田新都市量産{助事業ι係る御所野丘陵絡の担蔵文化

財につきましては町f和 ~年度から対処し計画地坂内

31 ，令併の泊跡のうちこれまで秋田大常良地関係のiI!

跡を除事、 28遺跡の筒査をー見終了いたしました。

この台胞は遺跡の家鰍であり、1日石望書時代、縄文時

代、 弥生時代、 ll~~e幸代の償責な遺憾、迎物が織ItJさ

れ、これまで報告してきたところであります。今年波

は下総八、 仏 C遺跡白調Z宣告実純し縄文時代中期、 平

安時代の1血縁跡が確認され集"'勝研究上，@書俗資斜と

思}われます。

拘ilfめ実施にあたって措娘、関係織関のI旨導をはじ

め地元関係者等多くの鏑録的担ご協力をいただき深〈

1話線申しあげる次第です。

ノド報告書が文化財保E曜のため、 之さらなる研究資縛と

して広く活用容れれば牽科に存じ3ます。

IllIfU63年3月

秋i羽市教宵司書鈍余

教育長高 泉宏作



{9tJ 言

1.本報告書は融問市悶ッ小島小問地宇下1ft!こj百穫する下機 A遺跡 ・下線B鴻跡由発繊縫資報告

書である。

2. Ii附色白書の艇臣、編集は、下城A追跡一割谷峰、石郷悶紘一、下樋B遺跡一部 $附設ー、そ

の他を背原俊!Tが11った。

3 . 発繍調程、 事喪E型作業町通路で下Z己申各氏より II:i号事、 WJ'~を賜わ 勺 た。

g本長二郎〈奈良凶立文4凶t研究所〉、沼健義的〈秋m県文化諜〉

'1. .{:í貸の鍛定は、 ~k刷県立問物館の照井紀一氏、佐々木厚氏によるものでおる。

5.遺跡の平揃関、オJ商I世簡閲中のPは土総〈片〉、Sは 〈醗〉告示す。 タール状の付着物は点線で

範凶を示した。石器;IliJl!I閣の石鎌、 石匙、 6愉等の外J~闘にはアスフ アルト付荷物の舗所を示し

た。

i i世情的土場l輯蘭およびエ レベーシヲ ン図中に標高の紀されていないものは、制絢必の図面í~和l

附して作成したも白でめる。

1. ~ft繍刻表によ る出土造物、 3陸棚j臣遇、 写真、そ申{出の記録は秋悶市教問委員会が保管する。
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調査の概要
調査にMるまでの経過

秋岡市南東削地織は、 IrU4056年6月白秋EB!l!i'$の開港、東北線断聞動都道秋回線秋田インター

手£ ンジ側役予定等、'9;陰詞面白交通の要衝に位値するJ9iである ζとから、いちi車く開発可能性等

日ついて明各調査が実施寄れ、県市総合al-l国民おいても躍灘、住宅団地が一体 とな勺 た総合的

ニ..-・タウン・画部該地新聞E市と して具体的にl!t鼠づけられた。

剛如何年に御所野台地令体の分4官制夜々を実権し、約抑制百の灘物散布地を鰍認した。昭和島6s事

I買は閲!f~計画地出車内町盛時ßエ業凶地造占に先だち、 下纏 0遺跡 〈秋闇市 rF様。遺跡発動1鵠習を報告

宙J I抽2$3月、秋由市教育奇書良会〉申発婦純資奇行勺た。 l昭和 57 斗.1It 1~今後の開発計厳に対処す

るため何年の分布利益に感づき、3ヶ月間で遺跡の軍E制確認絢liを実施し、範1!11嫁認調貨の結果に

J1iづき 1測係機関と協議を頓ね、 引き続き4'J1I:別に剖画的な1l!様車~gを実施することとし、附fU 57年

度は下縫G遺跡、野畑遺跡、渇ノ沢 8遺跡、線ノ上 C遺跡、彼ノ上 D遺跡 {秋倒市「秋朗臨噌P.I'新

占1I市開発関係轡蔵文化財発倒調書証報告;lfJI舶3匂!a月、秋倒市教向安目会〉、昭和問年度は綴ノ上

E遺跡、場ノ沢A遺跡、湯ノ沢C遺飾、湯ノ沢 F;JI跡、湯ノ沢 G遺線、湯ノ沢 H遺跡、野形遺跡

t秋rD.lir秋街路空港新郎ili側発関係思疎文化財発捌純白報告望書」印刷4'3月、秋旺l市教育益員会)、

昭和 59年度は下纏 E遺跡、下纏F遺跡、仮ノ上 F遺跡、狸崎 A遺跡、溝ノ沢 D遣跡、環回沢遺跡

{秋田市「欽附臨空港新郎市開1l!1lO係開政文化財発掘調夜組告得J1985年 3月、秋国市教宵委員会〉、

昭事nllO年度は地蔵田8遺跡、台A;JI鶴、湯ノ>RI遺跡、56年度に調資した湯ノiNP追跡的Jt阿部

(秋岡市都市開発強倫理!;睦関係埋滋文化財発射囲網資報告'illJ開制年3月、敏明市教育費負会〉、11目狗

印刷Eは地方遺跡、台8遺跡 〈秋I.fl市 r秋悶鋭部市開発樫備事業関係型政文化財発姻誕省報告I!.'J

l蝿7館3月、秋[[)，布教務委員会〉の発割高制査を行ゥた。

IIIl取J62午度は、御崎Bi車跡、地磁IBA迦跡、 秋大績嶋遺跡の純資を実施L、新都市開発計樋地

区内に所花サる27カ術的追跡が一応終了する予定でる勺たが、II(HU60年俊に軍司資した地綾田B遺

跡的保存開館が出てきたため計画の一部見内しがあり、総合公岡、医税制批t苦悩{'i施絞悠絵予定地

にある下腿八地秒、下堤B遺跡、下堤C泡跡の泥沼剥貨が必饗に江り、H自制61年度に一都道と上除

去作'*を行っていた下堤 C遺跡の発焔酷IJ~直&実施すること巳した。 l'塊 A 遺跡、 下縫 8遺跡につ

いては潟奇貨の関係で7月以降に発焔湖盛をHうこととなゥた。

調査期間と体制

調主主 i問問 !町制62年7月20日ーは月26日〈ト槌A泊鉢〉

10H 6日-12月初口〈ド純白遺跡〉

蛸蕊主体者 l由峨振興熊備公閉

t咽俗l!;!当古' 款問市 ・車kEEI，"給付香員会

制俊民 営問iH!ifr、石郷j，Vd誠一、田谷峰、安凶忠市 〈歓州市教付要員会文化綴興銀〉



調資繍佐員船木健久子

耳帯型E協力員 五寸 腿芳郎 {秋閏考古学協会)、平嫁長史 〈円本大学〉

S耳ii作業日 鈴木銀一、鈴木長治、鈴木末獄、鈴木ー炎、三浦竹治、三浦型車、 ニ三浦吉刻、秋本与次

飢、 三湖三治、水野金光、佐々木多治郎、加賀谷企ー郎、鈴木鍛三郎、 掘~f寄u盤、佐々

本jf[吉、鈴木誠ー、a童館謙治、佐々木小一郎、縦訓〈智治、渡部企次郎、鈴木ツヤ、鈴
木ワ〆ノ、鈴木鈴F、鈴本陣子、三浦1-.1宣チ、三浦トミ足、 三露Ijタ争、三浦ナ・人 二

浦トキ干、佐々木久子、 工糠キクエ、熊谷文子、 寝間 ト キ手、 ~J;~綾子、f'II線。ノギ、

長谷高sャ'"子、会場京子、渡航アイ干、渡邸キネ干、主宣告事キヨ、渡辺フミ、佐々木9

シ、佐々木縫子、高嶋ヨ シヂ、 矢愈γ~，加賀谷ヒ デ、 杉沢フミ 、 杉沢チエ子、 鈴木

ヒヂ、蹄本 包デ干、持主ザエ、経織牟ミ、鎌同 Yヤ、除隊アァ子、鈴木シワ、伊織礼

子、嶋野ツタヨ

鍍E量作品位民 三剖itk干、脳引伸下、(}l勝秀子、佐々 "'，.，本、絡み;ゆき子、阪江美子、佐々木恵子、

鎌I:H綿子

事務日伊繰茂子、1>1太*i苦

鏑査の方浩と経過

判資ぱI~科遺跡ごとに任怠のB孔引を決めて東西側 It (li!Ut) に1正準憎を作句、拘1'i全体ι大グ

リァ ド (~OmX 40 m)を1世定し、さ らにそり中I"J、グリッド (4mX4m)を殺定し、 単位グリ ッ

ドとした。大グリ ッドは (1-同、 '卜グリ ッドは旋回 (X輸〉ι激辛 (1- 10)、南北 (y剣山 にア

ル ファベッド (A-J)企画~ t.. 、 その組み合せでJll跡持母、 大グ リ ヲ ド番号、小グリ ッ ドの般に呼除

することとした。

先制御売は、 7月20EI- 12月26目、lHl6日- 12月2Gの回総で災施Lた。下腿遺跡は附fl1

42年に発見され、町1如4311ーから附和48相まで61:):の剣班がなされ、下縫A• B;車朗で雪量穴住底納:

が検出Zきれ、一部発峨杏れているa今年度創造的結身4.下腿 A遺跡では縄文時代中脱出住居跡 76軒、

フラスコ状ピッ ト、 土縦、平安時代制上院勧4軒(>'検出された。家た下塊B遺跡では縄文時代oj.oJOI

来援の1.1;脂跡45軒、フラスコ状ピッ ト、 土縦、 平安時代的It居跡3軒、七割買などが検出されたe

(:1; l) r'l、問地、 下3足、坂ノヒ泡跡発掘調資報告書J1!J7(;年$問 飲闇市教育委員会

昭和62年度来跡者 側員不問、敬尚誕百)

a椴謀略〈秋田県文化誕〉、繍.IJ伸司、“111忠良午〈秋凶県製紙文化財センター〉、ぷ問宏 〈制
局以文化センター〉、井上秀雄〈東北大学〉、7ヰ本長二P-lI(高良国立文化t吋研究所)、武藤縦弘 〈史家

人守主主}、'1、肺 都、 間君臨公民館サーク ル迎合会、南部公民館縄文t.告を焼〈会、問問i公民館ふるさと
探訪会、~内町文化別保護常渇会、御野鳥島中学校生徒 10 名、 戸:市川小学校生徒24名、 市.r:t世娠興

同事在員
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御所野丘陵偲 遺跡 一 覧2i(

範問 11認調査 発 建 調 重量 E邑 跡

遺跡
追 跡名 所 在 地 時 代 面 積d 地 自 鱒査年度 調査面 積d 内 守事番号

1 下担 E 検問市西ッ1)'頃小凋地字下機 縄 文 5.626 細 59 3.340 縄文{中期〉集結

2 下線 F • • a腫 14.375 H 59 2.95。 縄文{稿、中期}集結

3 下機 G • • 1日:石器、 縄文{中) 5.0∞ 山祢原野 57 1.550 旧右器、 縄文(前、申朗)集11

4 坂ノ上C M 凶ツ小屋小同地字厳ノ上 制唱 文 6.0ω • 57 1.ω。 縄文(中、 晩期〉

5 板ノ上白 " " " 14.060 • 57 1.5∞ 縄文(中、晩期〉

6 紙ノ上E " " H 15，血均 • 58 5.側同 縄文(中期)1&1穂、争切IOc製鉄炉

7 寂ノ上F " H H 37.810 • 59 18.創加 縄文 (中期)，111薦、弥生住居跡

8 銀 崎 A N 四・ノ'1'1量小岡地宰聾崎 縄 文{晩) 13.150 婦、 d琳厩Jf 59 1.910 縄文〈前、晩期)土調E唱、弥生住居
9 銀 崎 日 H H 縄 文 11.250 原 軍F

10 地蔵図A ' 四ツ4長末戸松本字地厳毘 1日石君、 縄文、平安 30.由)() 畑

11 地雌図B H H 縄文 {中、唆}、弥生 お，四阿 山林飯野 60 12.脱却 旧石積、縄文{中期濃湾、弥生集落機木議

12 調ノ択A ' 四ツ小屋末戸絵本字溺ノ沢 縄 文 21.民5 • 58 3.町却 縄文〈申lII)、弥些住居跡

13 構ノ沢目 • • 縄 文{刷、申) 5.叫lO • 57 2.340 縄文{申期UI穂、平安住居跡
， 

14 渦ノ沢C • H 縄文(申、 晩〉、弥& 11.565 • 58 4，!C同 縄文{中期)集稽

15 場ノ沢D • H 縄 文〈中〉 35，∞。 剣 5 9 3.220 縄文{中期)袋詰宮

16 湯ノ沢E • H 縄 文 7.5C拍 H 5 8 1.920 縄文{後期)

17 掲ノ沢F • H 縄文、土師、須恵 5.310 H 58・60 4.叫O 弥生:十績、平安虜 (40選}

18 溺ノlRG • H 縄 文(後} 1.3∞ 服 JI 58 4ω 縄文(後期〉
E 

19 揃ノ沢H -・ H 縄 文 5.例。 焔 58 7初 縄文 {前、中、晩期)伐届跡

初 司睡 燭 ' よ;11;，手御所野字事f燭 縄 文〈中〉 1.815 山 事事 57 “品 縄文{中期〉集落

21 " 形 ' 上北手鋼所野字理事影 土師 須恵 5，例。 山綜原野 58 盟国。 平安伎鑑跡、灘勝

包 漂悶沢 ' 上北浮古野字深岡沢 縄 文 平安 6.815 鏑 59 3.320 平安建物跡、 住.I!l.

23 台 A ' 上;lt手宙望号字台 • 8.・40 • 60 2.償却 縄文 (中期}集権

24 地 方 ' よ:lt手話回字縫ノ沢 縄 文(験} 54.670 畑、原野 6 1 11.団施 縄文 (中間}集帯、 (晩期〉土繍高

お 織ノ沢1 ' 四';11)伝来戸総本字溺ノ沢 務 掴 60 5，700 弥生

お 秋大a嶋 ' 四ツ小屋小向地字廻崎 畑、原野

27 台 自 " 上北手事自由字寺ノ沢 山林l嵐野 6 1 1，150 縄文 (中蹴}

28 下栂 A 砂 悶ツ小島小街地宰下機 J眉 'f 6 2 11.償却 縄文(中期)策調官、平安』昼前匹

29 下嶋 B • " • 6 2 5.1∞ 縄文(中期)集幡、 平安築構

30 下 線 C • H 

' 6 1・62 17.7∞ 平安集落

31 下鑓 D • H • 56 17.副知 旧石震、縄文(帯ト晩期鴻落、平安住居跡



遺跡の位置と地形@地質

位置

秋田市街から国道 13号線を南下し、仁井田、横山を過ぎ、坂を登ると標高 40m官官後の広大な台

地が開ける。これは奥羽本線四ッ小屋方面からもよく見える平坦な台地であり、御所野台地、末戸

台と呼ばれているO この台地が秋田新都市整備事業計画地域である。

各遺跡の位置については挿図の、「御所野丘陵部発掘調査遺跡、範囲確認調査遺跡及び周辺遺跡」

を参照されたい。

地形@地質

遺跡の存在する地形は、大別して和田丘陵と末戸台台地に分けられる。和田丘陵は平坦面をあま

り持たなし'0しかし、定高性を持った標高 60，....__150 mのかなり関析を受けた老年期地形を示し、地

形は第3系鮮新統に属する青色砂質シノレト岩(笹岡層)と青灰色塊状泥岩(天徳寺謄)、それに中新

統に属する暗灰色泥岩(船)IIJ語)などからなっている。末戸台台地は標高 25，.....__， 50 m強で、その表

聞は大変平田である。この台地は和田丘陵と接して数段の段丘を識別できる O これらは内藤の区分

からすると、上f立から標高45----50 m強の椿台段丘、標高 40m強の上野台段丘 I、標高 35m強の

上野台段丘E、標高 25m 強の宝竜崎段丘の 4段階に分けられる。

椿台段丘

岩見)11布岸末日台台地では 40----50 m強の標高をもっ、いわゆる椿台簡をその堆積面とする椿台

層が厚い際(最大径 10cm前後)、砂¥粘土の互層で構成されている O ただ基底高度はわからない。

岩相は最上部に 1，....__2m褐色の粘土質火山灰層があり、次に際、砂、粘土の立!欝で、砂i擦の部分で

しばしばクロス@ラミナ(斜交葉理〉がみられ、砂土あるいはシルトは水平な細かい層理をなすこ

とが多しh 層停をみると、機層はうすく、砂¥粘土層が厚い。その下部は第 3系の泥岩(船)11層)

や砂質シルト(笹同居)となっている O 内藤はこの椿台面を関東の下末吉面に対比している。

上野台段丘 I

末戸台台地で椿台段丘の南側 40m強でついている段丘がよ野台段丘と呼ばれている O 表

!替の 1----2m程度で、その下部は第3系となっている O 下堤 A、B、C遺跡は、この上野台段丘 Iに

位置する。

上野台段丘耳

末戸台台地では上野台段丘 Iとの比高が 5m強である O 段丘堆積物の岩相は、上野合段丘 Iとほ

ぼ同様で、、層厚は 5m前後である。内藤によれば、厚い礁層の下部は椿台層に当るとしているO

段丘堆積物の特徴は、上野台 I、rrm庁は最大窪30cm前後の箆円礁を主体とする。ほぼ一様なi喋
層をもち、河川堆積物で、厚さも加味すると岩見川などによる河成の侵食段丘面と考えられる O 椿

台、上野台 I、H面の各面をおおっている層厚 1，....__2mのシルト分を含んだ粘土質火山灰層は、男

鹿半島の寒風山が起源と一応、考えられている O この粘土質火山灰層の表面細粒物質の風化状態をみ

-9-



ていくと、椿台、上野台 I、H聞では黒色土の下の細粒物質のうち、上部 50......_ 100 crnが明褐色を呈

し、下部は灰色で、境は漸移する。また、土壌面を見ると、権台、上野台 I、H面をおおう土壌は

いわゆる高岡 2統に属していると考えられ、比較的大きい円礁を浪人していて、黒色土!習を厚く;堆

積させているO この居中には火山ガラスを混入しており、火山灰が関係しているものと推定されるo

Gt 1) I秋田県岩見川流域およびその周辺の段丘についてJ 内藤静夫 1965年第4紀研究第4

巻第 1号

(註 2)I士山影、表層地質@土壌、秋田」 経済企画庁土地分類基本調査 1966年

「八郎潟の研究」 秋田県教育委員会 1965年

「火山活動と地形J 村山馨大明堂

「秋田県男鹿半島ーの自潟の火山拠出物についてJ 林

1955年

弘

段E及び遺跡の位蓋
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下堤 A遺跡
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遺跡の概観

御所野台地の北西部、 ]R東日本奥羽本線四ッ小屋駅から北東へ約1.2krnの地点で、ある。西と北側

から大きな沢が入り込み、 4つの突出する舌状部をもっ台地が東から西に延びる O 遺跡は東側の地

l峡部から入った中央部に位置する。標高は約 41mである O

調査の結果、縄文時代中期の集落跡、フラスコ状ピット、土壌、平安時代の集落跡が検出された。

隣接して東側に「下堤C遺跡J、南西約300mに「下堤 B遺跡Jが所在する O

遺構と遺物

縄文時代

下堤 A 遺跡で検出した 1 号住居跡~ 17号住居跡・ 20 • 56 • 58 号住居跡は、昭和 43 年~ 48 

年までの調斉で発捕されているが、今回再発掘され、新たに報告することにしたの

1号住居跡(第3図)

調査区の中央南側で検出された。

プランは長軸 5.9m、短車由 4.7mの楕円形を呈する O 確認、部からの深さは 10crnで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 18個検出されており、主柱穴は住居内を周る深さ 30CIIl以上のピット 6{闘が考

えられる。炉は 70CIIl X 40 CIIlの方形石間炉で、ある。床面は炉周辺が堅く、他はやや軟弱である O

2号住居跡、(第4図)

調査区の中央南側で検出された。

プランは長軸 7.8m、短軸 6.5mの楕円形を宝する O 確認、面からの深さは 12CIIlで、壁は斜めに立

ち上がる O ピットは大小 26個検出されており、主柱穴は住居内を府る深さ 30CIIl以上の 8侶と考え

られる O 炉は中央に位置しており、土器埋設炉が 2基検出された。

出土遺物

土器(第 70図)

89 ~ 91は覆土から出土した。いずれも粘土紐貼付による文様が展開する O 粘土紐上に撚糸庄痕

カヰ缶されるものもある。

石器(第88図)

lは削器である。頁岩製。

3号住居跡(第 5図)

調査区の中央部で検出された。

プランは 3号住居跡の東側を 4号住居跡が、また西側を 5号住居跡が切っており、不明であるO

確認、面からの深さは 16CIIlで、援は斜めに立ち上がるO ピットは住居内に 6個検出されているが、主

柱穴は不明である。炉は西側に位置しており、地床炉である。床面は堅く良好である O

出土遺物

土器(第56図)

14 
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第 3図 1号住居跡

。切
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1 は覆土から出土した。[l~Jつの弁状把手をもっ深鉢形土器である口口唇部には粘土紐を貼付、刻み

を入れてあるO 口縁部には粘土組員占付による隆平詩文が施文され、それに沿って撚糸圧痕文が縁取り

されている O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。

4号住居跡(第6図)

調査区の中央部で検出された。

プランは長軸 7.2m、短軸 6.4mの楕円形を呈する O 確認、聞からの深さは 24cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 18偲検出されており、主柱穴は深さ 70cm以上の 5本が考えられる O 炉は中央

に位置しており、土器埋設炉である。炉の周辺は火熱を受けて赤変してる。床面は西側が堅く、東

15 -



側がやや軟弱である。

住居内南西部に、 110cm X 98 cm、深さ 45cmの不整円形を呈するピットの上縁をj享さ 6，...._，_8 cmの

黄白色粘土で縁取りした施設を検出した。

出土遺物

石器(第88図)

2はお錐、 3は縦型右匙である O

5号住居跡(第 7図)

調査区の中央部で検出された。 3号住居跡を切り、 8号住居跡に切られている O

ベ

。
"4252θ01》Jj
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包
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@ ③ L 

。部
@ 

臼
。畑却

。鴫11@。
A A' 

F寸

第4図 2号住居跡
。 2m 
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プランは長軸 6.3m、続車由 5.7mの楕丹形を去するO 確認、聞からの深さは 14cmで、壁は斜めに立

ち上がる O ピットは 25儲検出され、主柱穴は住居内をめぐる深さ 30cm以上のピットが考えられる O

炉は西側に 110cmX 95 cmの円形石閤炉、東側に土器埋設炉が検出された。炉の周辺は火熱、を受け赤

変しているO 埋設炉には深鉢形土器が正立に据えられているO

出土遺物

(第56図)
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7図 5号住居跡
。 2m 

2はが塩設土器である。口縁部と頚部に二条ず、つの縄文の庄痕文が施文され、その間には同じく

縄文の圧痕による山形文が施される O 胸部には縦方向に結び日縄文が施される。地文は LR(縦回

転)単節斜縄文である O

6号{主態跡(第8図)

調査誌の中央南側で検出された。

プランは長軸 5.7m、短軸 4.9mの楕円形を呈する。確認、聞からの深さは 8cmで、壁はゆるやかに

立:ち tがる O ピットは 12個検出されており、主柱穴は深さ 25cm以上の 6個と考えられる。炉は中

央南側に位置しており、 93cm X 70 cmの長方形を呈する地床炉が検出された。床面は堅く良好であ

19 



る。

~ 
@ 

7号住居跡(第9

図)

調斎区の中央で検
イ

出された。

プランは長紬 7.3

11 a m、短l~由 6.2 mの楕 る
円形を呈する O さら i¥ 

に、壁面より 60~ 

90 cm内側に長軸 5.2

m、短軸 4.4mの不

整楕円形のプランが @ @ 
j食出されているo 11荏

認、商からの深さは

24 cmで、控はほぼ垂

直に立ち上がる O
A A' 

ピットは多数検出さ

¥ r-/ 
‘ 

れており、主柱穴は

深さ 50cm0J::のも

のと考えられる O 炉

第 8函 6号住居跡
は中央やや南側に位

置しており、石困土

器埋設炉である。埋設土器は炉の北側に 2偲検出された。床面は竪く良好である。

出土遺物

土器(第 56 • 70園)

3は埋設土器、 4は南側柱穴内覆土出土であるo 3は休部に沈線による剣先状渦巻文が施文され

ている O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文であるo 4は口縁部にへラ状工呉による浅い一条の沈線が

めぐるO 地文は LR(横回転)単節斜縄文である。 92 • 93は粘土紐貼付けによる隆帯文を作り出し、

縄文の庄痕文が施されるものもある。 94は縦位、横位の細い沈線によって文様が展開する。

8号住居跡、(第 10図〉

調査匿の中央で検出された。

5号住居跡を切り、 9号住居跡に切られている。

プランは長軸 4.9m、短軸 4.4mの隅丸方形を5きする O 確認面からの深さは 8cmで、壁は斜めに立

- 20-
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第9図 7号住居跡 。

ち上がるO ピット、主柱穴は不明であるO 炉は南側に位置しており、土器埋設炉であるO 口縁部、

底部を欠いた深鉢形土器を正立に掠えている。炉の周辺は火熱を受け赤変している。

出土遺物

土器(第 56図)

5は埋設土器、 6は覆土からの出土である。頚部より下方に円形の突起を四ケ所配し、その突起

を中心に突起間を連絡するように沈線文で文様を展開させている O 地文はLR(縦回転)単節斜縄文

- 21-



であるo 6はキャリバー形の深鉢形土器で、口唇部には粘土紐を貼付し、撚糸庄痕による刻自を施

しているO 口唇部から下方にかけてはこ条ないし四条の撚系圧痕と一条の降帯によって文様を展開

させている。地文は口縁部がRL

9号住居跡(第 10図)

調査監の中央で検出された。

単節斜縄文、胸部がLR(縦回転)単節斜縄文である。

プランは推定長紬 7m以上、短ili出4.7mの楕円形を呈する。確認面からの深さは 10crnで:控は斜め

て1-

op 。 、¥
∞| 

A A' 

第10図 8号・ 9号住居跡

。
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に立ち上がる。ピットはは偲検出されており、主柱穴は深さ 50cm以上の 5個と考えられる O 炉は

ヰl央に位置しており、土器埋設炉である O 炉の周辺は火熱を受けて亦変している。床面は堅く良好

である。

出土遺物

土器(第 57図)

7は覆土からの出土で=ある。浅鉢形土器で、口縁部は長楕円形の区画で撚糸圧痕を施文し、胴部
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第11図 10号住居跡
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図
。

ω
.
0噌、∞

∞! 

には←垂下と横にひらく撚糸庄

痕が交互に施文されている。

10号住居跡(第 11図)

調査区の中央で検出され @ ~(@) 
fこO

け
明
柑
醸

11号・ 13号住居跡によっ
A 

。制。
@
8也
@

。@
O明
。
叩

て切られている O

プランは長軸 6.8m、短軸

4.5 mの不整楕円形を呈する。

確認面からの深きはは cmで¥

控は斜めに立ち上がる。住居

内東側に長さ1.9m、i陥 20

cm、深さ 4cmの浅い溝が検出

された。ピットは多数検出さ

れているが主柱穴は不明であ ∞i 
∞i 

へ~寸or--u詑号住居齢
すなる。

わち石困土器理設炉一基、土

器埋設炉二基検出された。

出土遺物

石器(第88図)

4 は無~茎の石鎮で:先端部が

9崎空 4δ 
山 ) @) 

たさ》

欠損してし 1る。

② 11号住態跡(第 12図)

調査区中央部で検出され

7こO
C 。。14号住居跡を切っている。

プランは長軸 7.3m、短車由

5.5 mの楕円形を呈する。確

認、面からの深さは 18cmで、

壁はほぼ垂直に立ち上がる。

ピットは多数検出されている

が主柱穴は不明である O 炉は

中央部に位置しており、石間 第13図 12号・ 17号住居跡

⑥。:。
⑨ 

-==::::ニ。
θ 17号住居鉢

2m 。
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第14図 13号住居跡

001 

∞! 

。 2m 

土器埋設炉である O 炉の周辺は火熱を受け赤変している O

12号住居跡(第 13図)

調査区中央で検出された。

プランは長軸 5.5m、短軸 3.5mの楕円形を呈する O 確認面からの深さは 10cmで、震は斜めに立

ち上がる。ピットは 18偲検出され、主柱穴は深さ 25cm以上の 6個と考えられる O 炉は中央部に位

置し、新旧二時期のものが検出された。新炉は南側に位置し、小礁を円状に配した石困土器埋設炉

である。埋設土器内には小礁が込められていた。旧炉は新炉北側に堆積した焼土下より検出され、

口縁部および底部を欠いた深鉢形土器が正立に据えられている。住居の拡張、縮少はみられないこ

とから、同住居内で炉を移し替えたものと考えられる。いずれの炉の周辺も火熱を受け赤変してい

る。床面は堅く良好である。

出土遺物

土器(第 57図)

8は!日炉埋設土器であるO 日縁部に粘土紐貼付による直線および波状の隆帯が施され、部分的に

東日突も施される。地文はLR(縦回転〉単節斜縄文である O
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13号住居跡(第 14国)

調査区中央で検出された。

10号住居跡、 62号住居跡を切っているO

プランは、長軸 4.9m、短軸 4.3mの楕円形を呈する。確認固からの深さは 23crnで、控は斜めに

立ち上がる。ピットは 17個検出されており、主柱穴は深さ 20crn以上のものと考えられる。炉は中

央部に位置しており、 70crn X 50 crnの大きさを計るコの字型石回炉である。炉内から理設土器を抜

き取った痕跡とみられる落ち込みが検出された。

14号{主題跡(第 12園)

調査区西側中央で検出された。

11号住居跡に切られ、 17号住居跡を切っている O

プランは長軸 7.5m、短l~由 6.0 mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 6crnで、壁は斜めに立ち

上がる。ピットは多数検出されたが主柱穴は不明で、ある。炉は南側及び 11号住居跡内の二!と側に位置

しており、いずれも土器理設炉である。

15号住館跡(第 15図)

調査区西側中央部で=検出された。

16号住居跡によって切られている。

プランは長軸 8.5m、短軸 5.7mの楕円形を呈するO 確認面からの深さは 12crnで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは多数検出されているが、深さ 40crn 以上のものが考えられる。炉は 16号住居跡

内南東部の土器埋設炉が考えられる O 床面は全般的に軟弱である O

出土遺物

土器(第 57 • 70図)

58はピット内覆土、 95，...._， 102は覆土からの出土で、あるo 58はキャリパー形の深鉢形土器である O

地文は RL(縦回転)単節斜縄文である。 95 • 97，...._， 101は粘土紐貼付による降帯と撚糸圧痕で施文

されている。 96 • 102は竹管状工具による沈線が施文されている。

石器(第88図)

5は無茎の石鎮である O

16号住居跡(第 15図)

調査院西側中央部で検出された。

プランは長軸 7.4m、短軸4.9mの楕円形を呈する。確認甑からの深さは 20crnで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは多数検出されており、主柱穴は深さ 50crn以上の 5個と考えられる。炉は中央お

よび北側に三基検出され、いずれも土器理設炉である。炉周辺は火熱を受け赤変している O 床面は

堅く良好であるO

出土遺物

- 29-
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22号住居跡第19図

土器(第57図)

11は北側炉の埋設土器、 10は覆土からの出土で
tある。 11は頚部が外反する深鉢形土器である。頚

部には平行なこ条の粘土紐貼付による経帯、その間には波状の隆平等によって文様を構成している O

地文は RL(縦回転)単節斜縄文であるo 10は深鉢形土器で、体部地文が LR(横回転)単節斜縄文

である。

17号住居跡(第 13図)

調査区の西側中央部で検出された。

長期間における客土作業と北西方向に走る農道により全体のプランは不明である。炉は北西部と

南東部に位置し、いずれも土器;埋設炉である O いずれも炉周辺は火熱を受け赤変している O

出土遺物

土器(第57図)

12は南部部炉埋設土器である。頚部が外反する深鉢形土器である。粘土紐降帯を横位または縦位

に施し、隆帯上に撚糸圧痕が施される。また降帯間には撚糸圧痕および紐の末端による圧痕(擬似

32 -

爪形丈)が施される。
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18号住居跡(第 16図)

調査区の中央で検出され

Q J117 。〉
んて
ωぉ

短車出

確

トは 26個検出され、主柱穴

は深さ 40cm 以上の 7~8 個

ピッ

認、而からの深さは 12cmで、

壁は斜めに立ち上がるO

6.1 m の楕円形を呈する O

fこO

プランは長軸8.5m、

耐
側
一
ザ
肺
結

問
憾
の
帥
脈

融
ι
N

総

塑
同
級

と考えられる O 炉は北東側に

。部。
位置しており、土器埋設炉で

赤変している O 埋設炉には深

るO 北東側に境口部の大きさ

鉢形土器が正立に掠えられて

ある O 炉の周辺は火熱を受け

いる。床面はやや軟弱であ

1.1 m、深さ1.0m の特異な
-<1 -<1 

23号住居跡第20図
ピットが検出された。

出土遺物

土器(第 57 • 70国)

13は埋設土器、 103~ 114は覆土からの出土であるo13は地文が RL(縦回転)単節斜縄文の深鉢

形土器である O 部分的に S字状の縄文の圧痕文がみられるo 103 ~ 104は竹管状工具による沈線が

施文されるo 105、106~ 113は縄文(単節)による圧痕文が施文される。 114は粘土紐隆帯上に刻

日が施文されているO

石器(第 88図)

9は槍先状石器で7 • 8は縦型石匙である。6は石錐で、先端部がわず、かながら欠損している。

ある。

こと製品

土偶(第 162図)

24は土偶の頭部である。上部に刻みがあり、目、口が表されている。

第四号住居跡(第 17図)

調査区の中央部で検出された。

プランは長軸9.0m、短軸 6.6mの楕円形を呈するO 確認面からの深さは 12cmで、壁は斜めに立

- 33 



より北半分が壊されている O

いずれも深鉢形土器を正立に

据えており、周辺は火熱を受

けて赤変している O 床面はや

や軟弱である O

出土遺物

土器(第57 • 58 • 71図)

14 • 15は伊埋設土器、 115

'""-' 126は覆土からの出土であ

るo 14は深鉢形土器で、粘土紐貼付と沈線によって文様を展開する。平行する降線間には弧状の隆

ち上がる。ピットは 25個検

出され、主柱穴は深さ 30cm 

以上の 8個と考えられるO 炉

は北西部と南西部に石閤炉、

また中央部に 2基の土器埋設

炉が検出されたが、北側の炉

は 27号フラスコ状ピットに

第21図 24号住居跡

、4
g
o門
.
0ザ

。 2m 

線、沈線を配している。地文は単節の圧痕文が施されるo 15は深鉢形土器の頚部から胴部にかけて

の破片である O 粘土紐貼付の降線と半裁竹管状工具による沈線の組み合わせで文様を施している O

115 • 116 • 150 • 121 • 123 '""-' 125は粘土紐貼付による降帯および隆線や半裁竹管状工具による

沈線で文様を展開しているo117 • 118は単節縄文の圧痕文によって文様が展開されるo126は単節

縄文の圧痕文や爪形文を施し文様を展開させている O

石器(第88図)

10は縦型石匙である。 11は木葉形を呈する石槍であるo 12はへラ状石器であるo 13は側面を利

用した削器で、あるO

20号住膿跡(第 18図)

昭和 48年度に調査されている住居跡である。 (N23 E 1住居跡)

調査区の中央部で検出された。

全体のプランは不明であるが、径4m以上の円形もしくは楕円形を呈するものと考えられる。主

柱穴は炉を中心として円形もしくは楕円状に周る深さ 40cm以上のものと考えられる O 炉は土器埋

設炉で、周辺は火熱を受け赤変している。床面は堅く良好である。

出土遺物

土器(第58図)

- 34 



16は炉埋設土器であるO 粘土紐貼付による隆帯上に撚糸庄痕文を施し、降帯間には rCJ字状に撚

糸庄痕文を施文しているO 地文は結束のある横位の羽状縄文であるO

21号住居跡(第 18図)

20号住居跡の北側で検出された。

全体のプランは不明で=あるが、径4.3m以上の円形もしくは楕円形を呈するものと考えられる O

主柱穴は炉を中心として円形もしくは楕円形状に周る深さ 20cm以上のものと考えられる O がは土

器埋設炉で、周辺は火熱を受け赤変している O 埋設炉には深鉢形土器を正立に据えているO 床面は
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26号住居跡第23号

出土遺物

土器(第 58図)

17は炉樫設土器である。口縁部が外反する深鉢形土器で、頚部に段がつく。口縁部に波状の粘土

組員占付ーによる降線が垂下する。地文は LIミ(横回転)単節斜縄文で、縦方向に綾繰文が施文されてい

る。

石器(第 88図)

14は槍先状石である。

36 

22号住居跡(第四図〕

調査区の中央部で検出された。



プランは長軸 5.7m、短車由 4.8mの不整構内形を呈する O 確認、面からの深さは 14cmで、壁は斜め

ピットは 21偲検出され、主柱穴は深さ 35cm以上のものと考えられる。炉は中央部に立ち上がるの

に位置しており、こと器埋設炉である。炉の周辺は火熱を受け赤変している O 埋設炉には深鉢形土器

が正立に据えられているO 床面は竪く良好であるO 南側に墳口部の大きさが 70cm、深さ 64cmの特

異なピットが検出された。
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の悶に同工呉による刺突文が施文されてい 第 1層褐色土、炭化物・明福色土ブロック混入
第2層褐色土、炭化物混入

るo 128，.....__， 133は粘土紐貼付による隆線ゃ ZiEZ22、炭化物・時褐色土混入
第5層 u音黄褐色土

沈線による文様の展開がみられる。 134 • 第6層時褐色土、炭化物混入

135は細い粘土紐貼付によって二本の平行

な!盗線を作り出し、その聞には鋸歯状の降

線を施す。さらに降線によって作り出され

た文様帯の両端やその近辺には沈線による文様が展開するo 137. 138は口唇部に波状の粘土紐貼

出土遺物

土器(第 58 • 71 • 72図)

18は炉場設土器である O 口縁部がキャリ

パー状を呈する深鉢形土器で、口縁部には

半裁竹管状工呉により凸部を作り出し文様

を展開させている。頚部にはボタン状の突

起を付けている。地文は口縁部~室長部まで

は LR(横回転)単節斜縄文で、胸部が LR

(縦回転)単節斜縄文である。 127は竹管状

工具による沈線で三角形の文様を作り、そ
<il 

刊 i

m
 

付ーによるi盗帯を施しその上に刻日を施すものもある O

石器(第 88 • 97図)

15，.....__， 17は無茎の石鎮である。 18は先端が細く鋭利な石鎖、 19は縦型のお匙であるo20はへラ状

石器であるo 21は磨製石斧である。 183は石錘、 184は磨石である。届平な!擦を使用している。

23号住居跡(第 20図)

調査区の西側北西寄りで

フプ。ランは長車軸由 5.6m、短軸 4.4mの楕円形を去する O 確認面からの深さは 20cmで、援は斜めに立

ち上がるO ピットは 14個検出され、主柱穴は深さ 50cm以上のもの 5個と考えられるO 炉は南側に

位置しており、土器埋設炉である。また中央部に三ケ所信号土が検出された。炉の周辺は火熱を受け

て赤変している O 深鉢形土器を正立に据えている O 床面はやや軟弱である O

住居内南側に 88cm X 66 cm、深さ 79cmの楕円形を呈するピットのよ縁を厚さ 6，.....__， 8 cmの黄白色

粘土で馬蹄形状に縁取りした施設を検出した。

出土遺物

土器(第 58 • 72図)

19は炉埋設土器である。沈線による渦巻状の文様と、垂下する文様を展開させてし情。地文は

RL (縦回転)単節斜縄文であるo 139，.....__， 145は粘土紐貼付による降線や半裁竹管状工具による沈線



等による文後が展開1$れ晶0 147・145C~口信郎に彼t蓮司剣向が縄文書れる0 149 は掛巻文により杷

~な日日制lをなしている.

石器 {第棉 ・帥 ・168凶〉

22-24は書提案のfi献である026は石縦で先端部が欠似している。27は石槍である。25はへラ状

石器であ墨。 SllHi楠状の百沼で、きれいに面取りされている。

土観品 〈第 161・163悶〉

20は土偶母体歯車で晶る.寝箇にc1背材を表現するー条由比織が範苫れている。

石鍋晶 〈第 t回鈎〉

加は石冠である.~再調が拠形をえよし、陸自革は平周で長方形-1-5!する。沈着PI線によ。てJt織が絡さ

れている。 側面からE百而にかげて孔がll'たれている.

24号住居跡 (ll!21図〉

綿布E互の西側Jt明りで検III~れた。

プランは長岨4.6m、組柚3.3Inの情内形を呈する.if総厨からの訴さは25岨で、自主はほぼ通d

に¥'t<;上がる.ピヲト臼 10側検出されているが、 主経穴U不明である.ま戸時中央嵐で検出δれた

が、却ままフラスコ状ピヲトに縦側部分が切られている.iFUU辞珂股がで、漆鉢影土認を正立に帽

えている.炉町周辺1:1火舶を受付帯変している.咋官邸主笠〈良好である.

出土遺鞠

土総 (1Il抽 ・72・7事附)

20はiP¥哩訟士総でお品.fR郎がやや外反する2~)'"で、帖J叫別刷、『による苧行な二条の般鰍当事巳よ

る文織展開がみられる.J由文It1.1ミ〈縦回転〉単露首斜縄文である。 l開-..160・162I~紘-j:JB鮎付け

による陸線や半信竹管状τ:Aによる北線、単筋縄文民よるl五償文はどで文織が展開されるoJ6t・

1日 ・164は泌を文等で肥11'.口鶴飽告なしている。
石器 〈第回 ・rn関3

29はへラ状6器である.却は凶器である。156は扇事な帽を駒l閉した石鍍である。

土製品 〈第160関3

10は泌飾品と身えられる。山illlIりを行い上下に刻似を総レCいるの

25号住居跡 (;1122闘】

事事術区申西側北寄りで倹IU::cれた。

プラン陪長嶋6.5m、1Il軸 4.3mの情円形を呈する。健le画面からの漂さは25ーで、宮置は岨ぽ唱沢

民立ら tb<品。ピヲトは21舗検出されているが、iJI;さ34園以上の色町7-8舗がま柱穴と苛えら

れる。炉は中央商事に位侵して担り、士重量坦設炉である。探跡形土認を正立に鋸えている。がの附辺

は火触を受けて赤軍Eしている.""c闘は虫〈良好で晶る。

lEØ内南側に 94 酬× 判明、練喜 1.0 川申円形そ犠する ピッ ト 由上縁を鯛 20-32c側、 l事~ 10酬

一拍ー



の黄白色泊土で~邸周書状に縁取りした施設を検出した.

出土遺鞠

土器 〈第58・59・73・74図〉

21ほ炉担設土器である。口縁郁から鎖綿にかけて粘土紙日占付による梅線とそれに沿う鋭敏によ勺

て大4与は波状文や制巻を施文しており、後伏文の頂点ιは小さな 3 プ状の突起が付く。類部品鰻線

とはfHJ状の降線が連絡している。網都民叫沈線によ今て渦魯文、また陣織によるき量下する小書な

波状の文様が擁されて下議の文織待と辿絡している。 地文は頭部より上方が氏L(縦回転〉単郎斜縄

文、頬郁より下方が LR(繰回転}阜筋斜縄文でおる。21はロ縁剛が波状ロ縁 付 波〉をなし、頂部

に刻日を縫している。11i:<i!lと頂部の中mllこは小さな突趨が作り山*れている。慣郎と中間朝刊突起は

細い粘土絹桂成状民地付.tて文織を織成している。地文は LR(縦回低〉申節斜縄文である。おは閉

つの山伏決起を有する探鉢形土器で、突起閣には波状に粘土鑓貼付による掴酬が絶される。胸部に

も同じ手法により直線的あるいは曲線的な文様が絡される。 地文はRt(縦回転〉鍬節主1縄文であ

る。167-175は単節縄文による配車童文で文総を附成しているけ77- 182は給土紙陥付による鰭宇野

や半舷竹管状工具による沈線で文械が展開される。

石縛 〈第89・剖・ 97閃〉

31 -38は開業の石織、39・40は有穫の石織 である。アスフアルトの付箸しているものがらる。

41・42は石維である。43・制は縦型自石匙で品るc)45 -47は矯状石官官、48はへラ状石穏である。

柑-51 (1it¥1製石斧でぬる。 .187は石婚でおる。

土製品 {第 160関)

8は例筒状の土製品で、装飾品と考えられる。

26号住居跡 ('w.23図)

総盗区の両側北郡りで検出された。

プランは長紬 6β m、短柚 4.3 m の機内形をE置する。 般紙耐からの深さは般深ßßで別個で、!I!f(~

ゆるやかに立ち上がる。ピッ トは 16観倹出され、採さ 35冊以上申6-7 制が主主t:/.~と考えられる。

炉は中央商事に位{起しており 、 石捌土~樹投炉でおる。浅鉢形土器需品般片是正立に熔えτい る。炉の

周辺1~火捕を受けて赤変Vcいる。床耐は{主婦内中央官事治省線んでおり、 ζ 白部分に貼床が鈍されて

いた。これ4・除去したところ同 母フラスョ状ピ y トが検出きれた。

出土遺駒

士舘 〈買1日 'H 図〉

24は炉寝技土器である.矧古車に太い給土紛貼付による続幣、また口録音Eにら伺織の鈷土締結付に

よる渦巻文が倍される。地文は口総務のみで、LR(縦鴎転〉単節斜縄文である。 186-194・196・

197は粘土級貼付による峰織や半蔵竹管状工具による沈線等によ勺て文様が展開される。 195は鈷

土鋭姑付により、隆4帯上や峰併にiflう彩で崩節縄文申庄前文が施される。

ー 柑 ー



石器(第 90 • 97図)

52 • 53は無茎の石錦、 54は磨製石斧である。 188は石棒である。 189はくぼみ石、 190は石lIllで

ある。

土製品(第 160図)

4は中央に穿孔が施されている鼓状の土製品である O 耳飾りと考えられる。 26は三角形土製品

で、各角から底辺にむかつて刺突文が施されている O

石製品(第 162図)

29は硬玉製大珠である。子しは上部に偏在し一方向穿孔によって貫通しているo30は二方向穿孔の

施されたものであるo 32は濡平なハート形を呈し、上部の両側に穿孔が施されている。表裏面には

擦槙が多数みられるむいずれも装飾品としての用途が考えられる。

27号住居跡(第 24図)

調査区の北側で検出された。住居の北側は沢が入り込み傾斜地となっており不明である。

プランは長軸4.8m以上、短軸 7.0mの楕円形を呈するものと考えられる。確認、面からの深さは

33 crnで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは 11個検出されているが、深さ 40crn以上のものが主

柱穴と考えられる O 炉は検出されなかった。床面は竪く良好である O

住居内南側に 106c叩rnX 96 c叩m、深さ 87c叩mの円形を呈するピツ iト、の上縁を椙 2却0----3却ocωm、厚さ 2却0.......，

2お6c仰mの黄白色粘土で

を使用した同様の施設が残つており、精査したところ床面下に住居跡がさらに一軒残存していると

ころが判明した。 28号住居跡であるO 貼床は施されていない。

出土遺物

土器(第 75図)

203.......， 216は覆ゴこからの出土でミある O 粘土紐貼付による降帯やこれに沿う沈線または単節縄文に

よる圧痕文などで文様が展開する。

石器(第90図)

64は縦型の石匙である 0

28号住居跡(第 24図)

調査区の北側で検出された。

全体のプランは不明であるが、楕円形を呈するものと考えられる。

炉は検出されなかった。床面は竪く良貯である O

住居内南側に 110crn X 100 crn、深さ 89crnの円形を呈するピットの上縁を幅 30----35 crn、厚さ 18

crnの黄白色粘土で馬蹄形状に縁取りした施設を検出した。この施設は 27号住居跡のものよりも一

段低くなっており、黄白色粘土も一部削り取られたように平坦な部分が観察された。一方、 27号住

居跡に伴う同施設内の北側では、 28号住居跡に伴うものと、考えられるピットが検出された。した
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がって 28号住居跡が古く、これを拡張して構築されたのが 27号住居跡であることが判明した。

出土遺物

土器(第 74・75図)

198・199は細い平行沈線によって文様を構成するo 200'"'-' 202は粘土紐貼付・による隆;許で満巻

文を形成するものや、降帯の上下に竹管~.犬工具による刺突文が施されるものなどがある。

石器(第90 • 97図)

55 • 56は無茎の石鉱、 57 • 58は有茎の石鍛で、アスフアルトの付着しているものもある。 59は

石錐であるo 61 • 62は槍先状石器であるo 63は石ベラ状石器であるo 191は磨右である O

29号住居跡(第 25図)

調査区の西側で検出された。

プランは長軸3.4m、短軸3.3mの円形を呈する。確認面からの深さは 14cmで、壁は斜めに立ち

上がるO ピットは 11偲検出されており、主柱穴は深さ 20cm以上のもの 4個が考えられるO 炉は中

央部に位置しており、土器埋設炉であるO 深鉢形土器を正立に据えているO 炉の周辺は火熱を受け

て赤変している。

住居内北部に、 65cm X 56 cm、深さ 46cmの円形を呈するピットの上縁を!幅 14，..._， 18 cm、厚さ 7cm 

の黄褐色粘土で馬蹄形状に縁取りした施設を検出した。

出土遺物

土器(第 59 • 76図)

25は炉埋設土器であるO 頚部が外反するO 地文は LR(縦回転)単節斜縄文であるo217 ，..._， 221は、

粘土紐貼付による降線や半裁竹管状工具による沈線で文様を構成する O

30号住居跡(第 26関)

調査区中央西側で検出された。北西壁は沢、束、西壁は削平で不明である O

プランは、長軸 8.9m、短軸は推定 6.0mの南北に長い楕円形をまする O 確認、面からの深さは遺存

の良好な部分で 10cmで、ある。壁は斜めにゆるやかに立ち上がる。ピットは 28個検出されているが

主柱穴については不明である O 炉は石岡炉、土器樫設炉開幕が検出されているが、すべて本住居跡

にともなうものなのか不明である O 石閤炉は南の擦が抜き取られている O 土器;埋設炉は中央付近に

三基、北側に一基検出されており、周辺は火熱を受けて赤変している。また、南側の二ケ所に焼土

が分布する範囲が認められる。床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 59 • 60 • 76図)

26，..._， 29は炉埋設土器である。 26は深鉢形土器の胴部である。四ケ所に粘土紐貼付・の降帯を二本

一組にして霊ー下させ端を円くする。上部には刻み状に撚糸圧痕を施し、間には撚糸圧痕による擬似

爪形文が施文されるo 27は深鉢形土器の胴部である O 粘土紐貼付の隆帯がめぐり、上部には刻み状
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.32号住居跡31 第27図

間は半裁竹管状工具による爪形の刺突文で充損している。 28 • 29は深鉢の撚糸庄痕が施される。

形土器の胴部であり、結束のない羽状縄文が施文されるo30 • 222，...___ 232は覆土から出土した破片

である。半蜂起線文による垂下する波状、直線文が施されるもの、撚糸庄痕文により平行、 Y状の

文様が施されるもの、さらに粘土紐貼付の隆帯上に撚糸圧痕、 i珪帯間に爪形文などが施されるもの

均三ある。

石器(第 90 • 97図)

覆土から出土した。 65 • 66は無茎石銀、 67は有茎石鍛であるo 68は縦型石匙である。石質はす

べて頁岩である。 192は円形を呈する磨石である。

土製品(第 161図)

21は覆土から出土した土偶の足部で1ある。三本の刻みがあり指を表していると思われる O

- 44-

31号住居跡(第 27図)



調査区北但IJで検出された。 32号住居跡と重復しており、本住居跡が切られている。

プランは、長軸 6.5m、短軸 5.5mの楕円形を虫する。権認、面からの深さは 4cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 11伺検出されているが主柱穴は不明であるO 炉は 32号住居跡に切られたのか

検出できなかった。北西寄りに焼土の分布する範囲が認められる O 床面は平明で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 76悶)

233'"'-' 235は覆土から出土した破片で、ある。車部、粘土紐貼付の隆帯を直線@波状に施している。

お器(第 90図)

覆土から出土した。 69は無芸石錦、 70は縦型石匙である。石質はいずれも頁岩である 0

32号住居跡(第 27図)

調査区北側で検出された。 31号住居跡と重複し、本住居跡が切っている。

プランは、径3.9mのほぼ円形を呈する O 確認、面からの深さは遺存の良好な東壁で 18cmを計り、

壁は斜めに立ち上がる。ピットは 7個検出されているが主柱穴は不明で、ある O 西側に径 90cm、深さ

60 cmの円形を52する特異なピットが掘り込まれている。縁には黄白色粘土を馬蹄形状に盛土してい

る。炉は中央部に位置する土器埋設炉で、周辺は火熱を受けて赤変している O 床面は平田で堅く良

好である。

出土遺物

土器(第 60 • 76 • 77図)

31は炉埋設土器である。深鉢形土器の胴部で、頚部から網上部に粘土紐貼付の隆帯を直線@弧状

にめぐらし、間には半裁竹管状工具による束IJ突文を充填している。 236'"'-'241は覆土から出土した

土器片である。粘土紐貼付の降帯文@撚糸圧痕文@束Ij突文などが施されている。

石器(第91図)

覆土から出土した。 71は有茎石飯、 72は両面加工のへラ状石器である O 石費はいずれも頁岩であ

る。

33号住居跡(第49図)

調査区中央部西側で検出された。 68号住居跡の中央部を切って構築されている O

プランは、長軸 3.0m、短軸 2.3mの不整楕円形を呈する O 確認聞からの深さは 38cmで、援はほ

ぼ垂憶に立ち上がる。ピットは 8個検出されており、主柱穴は四隅にある深さ 31cm以上のものが考

えられるO 炉は検出されなかった。床面は凹凸があるが堅く良好で、あるO

出土遺物

土器(第 77図)

242'"'-' 255は覆土から出土した土器片である。複合口縁を有し粘土紐貼付の降帯で円文、垂下す

る波~.犬文を施するもの (242)、半降起線文、刺突文が施されるもの (244 • 245 • 248)や、撚糸圧
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34号住居跡第28図

痕文が Y状に施文されるもの (246)、粘土紐貼付ーの両側に押圧縮文で縁どりされるもの (247)、さ

らに粘土紐貼付の隆搭を直線@波状にめぐらし、その上部に刻み状の撚糸庄痕などが施文されるも

の (250'""-'255)などがある。

石器(第 91図)

覆土から出土した。 73は無茎石鎌、 74は縦型石匙である。石質はいずれも頁岩であるO

34号住居跡(第 28図)

調査区北端で検出された。北側は沢で削平され、東側は 27号住居跡に切られている O

プランは、現証する長軸 6.0m、短車由 4.2mの隅丸長方形を呈する。確認面からの深さは 20cmで、

壌はほぼ茸主直に立ち上がる。床面中央から南側にかけて住居跡より古い 10号フラスコ状ピットが

掘り込まれているが、鮎床は認められなかった。ピットは 12個検出されており、主柱穴は長軸に沿

う、深さ 50cm以上のものと思われる。炉は中央部に二基検出された。古い A炉は土器埋設!炉、新し
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出土遺物

土器(第60e 61 • 77図〉

32はA炉、 33はB炉の埋

設土器であるo32は深鉢形土

器の腕部で、地文はLR(縦

回転)単節斜縄文であるo 33 

はキャリバー形を呈する深鉢

形土器である O 粘土紐貼付の

渦巻状の突超、隆帯を波状に

めぐらし、押圧縄文によって

楕円文@渦巻文などが展開す

る。 256----261は覆土から出

土した。粘土紐貼付の降帯を施し、渦巻文などがみられるもの (255----257 • 259)や、粘土紐貼付

い B炉は石岡土器埋設炉で

ある O 周辺は火熱を受けて赤

変している。南側に径 50crn、

深さ 74crnの円形を呈する特

異なピットが掘り込まれてい

るO 床面は平坦で竪く良女子で

ある。

∞i 出

g
oト
.
0ザ

A 
A' 

出

∞l 
A 

。 2m 

第30図 38号住居跡

の隆帯を波状や縦に配し、上部に刻み状の撚糸庄痕を施すもの (260 • 261)などがある O

石器(第 91図)

覆土から出土した。 75は無茎、 76は有茎の石鎮である O γ7は縦形石匙、 78は小形のへラ状石器

であるO 石質はいずれも頁岩であるO

36号住居跡(第 29図)

調査区中央西端部で検出された。 37号住居跡の中央部を切って構築されている。

プランは、長軸 3.7m、短軸 3.3mの楕円形を呈する。確認面からの深さは 20crnで、壁は斜めに

立ち上がる O ピットは 2偲検出されている。炉は地床炉と思われ、仁jヨ央部と北側に焼土が分布して

いる O 床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 61 • 62図〉

34 ----38 • 39・41は覆土から出土した。 34は頚部が外皮し、口縁部が直立する深鉢形土器であ

るO 弁状把手を有し口縁部には刻み状の撚糸圧痕文によって文様が施される。 35は口縁部が内湾す
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る浅鉢形土器であるO 半裁竹管状工呉内面使用の半隆起線文が施され、口縁部に爪形文が付される。

頚部から胴部にかけては沈線によりフ状の文様がみられるo36は頚部から口縁部にかけて外反する

深鉢形土器である O 山形口縁を有し、粘土紐貼付の渦巻文が付される。頂部下には長楕円形の粘土

紐貼付の降帯が付され、頚部には一条の貼付-文がめぐるo37は頚部から口縁部にかけて外反する深

鉢形土器である O 山形口縁を有し、頂部下に二本一組の粘土紐貼付の隣諸;が付され、その聞にはへ

ラ状工具による細い沈線が配される O 胴上部には縦に四条の沈線が施されているo38は深鉢形土器

の破片である O 山形口縁を有し、頂部下に粘土紐貼付の渦巻文、垂下する波状文が施される。口縁

部、頚部には半隆起線文によって文|莱が配されるo39は頚部から口縁部にかけて外反する深鉢形土

器であるO 帝国 ~ì粘土紐貼付文が頂部下には縦に施され、頚部には一条めぐっている。地文は口縁部、

服部とも RL(縦回転〉単節斜縄文であるo41はゆるく内湾する浅鉢形土器である O ーケ所に舌状の

突起を有する。突起下には細~ i粘土紐を V状に鮎付し、押圧縄文によって縁どりしている。口縁部

には押圧縄文を施している O

石器(第 91図)

覆土から出土した。 79----82は無茎石鍛、 83'"'-'85は柳葉形の石鎌であるo86は両端が欠損するへ

ラ状石器、 87は縦型石匙、 88 • 89は横型石匙であるO 石質はいずれも頁岩である O

37号住居跡(第 29図)

調査区中央西端部で検出された。中央部は 36号住居跡によって切られている O

プランは、長軸 10.7m、短軸 6.4mの南北に長い楕円形を呈する。確認面からの深さは 10crnで、

壁は斜めに立ち上がる O 壁から約1.5m内側に長軸 6.6m、短軸 3.0mの楕円形を呈する一段低い落

ち込みが検出されるO これは本住居跡にともなうベッド状の遺構と思われる。ピットは 22偲検出さ

れている O 主柱穴は長軸に沿っているピットである O 炉は中央南側に焼土が分布する範囲が認めら

れ、地床炉と考えられる O 床面は平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第 62 e 63 • 78図)

42 ----45 • 262 '"'-' 264は覆土から出土した。 42 • 44 • 45は頚部から口縁部にかけて外反する深

鉢形土器である。 42は粘土紐貼付の隆帯上に刻み状の撚糸圧痕文を施し、間には擬似爪形文を充填

しているo43は口縁部に対をなすiJJ形口縁を有する浅鉢形土器で、無文である。 44は四単位の土器

で山形口縁の頂部下に渦巻文、縦に三本の降帯を施している。頚部に一条の隆帯をめぐらし上部に

押圧縄文を刻んでし 1る。口縁部、胴部は横@縦方向に半裁竹管状工呉内面による半隆起線によって

文様が施文されてし 1る。 45は平縁で、主に半隆起線文によって文様が施文されている。口縁部は三三

角形状に、胴部は縦方向に垂下、鋸歯状に配される。 262は押圧縄文、 263は格子日文と半隆起線文

によって文様が施される北陸系の土器であるo 264は刻み状の撚糸圧痕が施される隆帯と擬似爪形

文が施文されてし 1る。
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石器(第91図)

覆土から出土した。 90• 91は無茎石鎌、 92は上部が欠損するへラ状石器である O 石質はすべて

頁岩である。

38号住居跡(第30図)

調査区中央南側で検出された。

プランは径4.9mのほぼ円形を呈する O 確認面からの深さは 30cmで、壁は斜めに立ち上がり遺存

は極めて良好である。北壁下に一部周溝が検出されている。南@東壁から約60，......， 90 cmの床面で、低

い段がつく。ピットは 6個検出されているが主柱穴は不明である。炉は中央部に位置する O 長方形

の石囲炉で内部は火熱を受けて赤変している O 埋設土器は認められない。床面は竪く良好である O

出土遺物

土器(第78図)

265"""" 267は覆土から出土した。連鎖状文、粘土紐貼付文、持圧縮文などが施文される O

土製品(第 163図)

33は覆土から出土した土冠で=あるO 側面に穿孔され、沈線によって文様が施される。

39号住居跡(第31図)

調査区中央西南部で検出された。

プランは、長軸9.5m、短軸 6.5mの東西に長い楕円形を呈する O 確認面からの深さは 20cmで¥

壁は斜めに立ち上がる。ピットは 24個検出されており、主柱穴は壁に沿って屑る深さ 60cm以上の

ピットが考えられる O 炉は東側に位置している。楕円形を呈する石囲炉で、内部は火熱を受けて赤

変している。床面は平坦で竪く良好であるO

出土遺物

土器(第63 • 78図)

46 • 268 r-..-273は覆土から出土した。 46は深鉢形土器の底部で数条の縦に重-下する沈線が施さ

れているo268 r-..-271は幸郎、粘土紐ー貼付が垂下、横走して平行@波状に施文されるo272は隆帯上に

刻み状の撚糸圧痕が施され、 273は隆帯により渦巻、楕円文が施文されるO

石器(第91図)

93 • 94は覆土から出土したへラ状石器である。 94は表面に自然記を残している O

40号住膳跡(第32図)

調査区中央西端部で検出された。

プランは、長軸4.0mの不整円形を呈する。確認、面からの深さは 12cmで、壁は斜めに立ち上がるO

ピットは 5個検出されているが、主柱穴は不明であるO 東側には黄白色粘土を馬蹄形状に西側にの

み盛土した、径90cm、深さ 50cmの特異なピットが掘り込まれている。炉は西側に位置する O 土器

埋設炉で周辺は火熱を受けて赤変しているO 床面は平坦で堅く良好であるO
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出土遺物

土器(第 63 • 78 • 79図)

47は炉裡設土器である。深鉢形土器の腕

部で粘土紐貼付の経帯が施される。地文は

RL (縦 a斜回転)単節斜縄文であるo 274 

，...__ 283は覆土から出土した。 274，...__ 276は

粘土紐貼付、半隆起線文が施され、京Ij突文 色

もみられる。 277 • 278は撚糸任痕文、 279

は平行沈線、円形刺突文が施されている 0

283は太い粘土紐貼付の隆帯上に刻み状の

撚糸圧痕を施し、その間を擬似爪形文で充

ぶ

。
ミ二主ジ

填している O
第 1層 時褐色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 陪褐色土、ローム粒子多量混入

40.30m !i' 
41号住居跡(第 33図)

調査区中央西側で検出された。西側は 36

号住居跡、風倒木痕に壊されてし 1る。

プランは確認できる範囲で長軸 4.8m 以 第32図 40号住居跡

上、短車由4.5mの楕円形を盟する。確認、面からは非常に浅く壌の立ち上がりはかすかに認められる

程度である O ピットは 11偲検出されており、主柱穴は中でも深さ 50cm 以上の掘り方のしっかりし

たピットと盟、われるO 炉は二ケ所に検出され、土器埋設炉であるO 周辺は火熱を受けて赤変してい

る。床面は平坦で、竪く良好である。

出土遺物

土器(第64 • 80図)

m 

49は炉埋設土器である。口縁部が外反する深鉢形土器で、地文は RL(縦回転)単節斜縄文であ

るo50 • 51 • 298，...__ 307は覆土から出土した。 50はRH撚糸文、 51は口縁に粘土紐を貼付する深
鉢形土器である。 298，.._， 307は土器破片で細い沈線で文様を描くもの (300)や粘土紐貼付の隆帯を

施し、上部に撚糸庄痕文を施すもの、間に刺突文を配するものなどがある。また木目状撚糸文が施

されるものもある。

石器(第92図)

101 ，.._， 104は覆土から出土した。 101は先端部が欠損する無茎石鍛、 102は石錐、 103は縦型石匙、

104は両国加工のへラ状石器である。すべて石質は買岩である。

42号住居跡(第 35図)

調査区中央西側で検出された。中央、南西部は風倒木痕により壊され、北東隅は 8号土壌によっ

て壊されている。

- 52 



プランは長軸 11.2m、続車rb

6.5 mのj楕円形を呈する。確

認、面からの深さは 20cmで、

壁はゆるやかに斜めに立ち上

がる O 南東部監から 2m内側 4

は床が若干下がり段がつく。

ピットは 21個検出されてい

るが主柱穴は不明で、ある。!炉

は南西側に検出された石間炉

-30 。 00 
ぐ〉
。

。引
風倒木痕

出土遺物

土器(第 64 • 80図〉

52 _.._， 55 • 308 _.._， 329は覆企

土から出土した。 52は胴部が

膨らむ鉢形土器である O 頚部

に三条の沈線がまわり、臓部

は垂下する沈線で赫状文が施

されるo53はキャリパー形を呈する深鉢形土器である O 頚部の上下lこ平行沈線文がまわり、口縁部、

40.40m A' 

第33図 41号住居跡

訂1

胴部は沈線による渦巻文が施される。 55は深鉢形土器で地文はLR(縦回転〉単節斜縄文である。

308 _.._， 318は口縁部破片である O 粘土紐貼付ーの隆帯を鋸歯状に施すものや、ゆるく波状にめぐらす

ものもある O さらに撚糸庄痕文や沈線による渦巻文などもみられる O

石器(第92G 98図)

105 _.._， 109は覆土から出土した。 105は有茎石鍛、 106は基部が欠損する細身の石鎌である。 107

----109は阿部加工のへラ状石器である O 石質はすべて貰岩である O

土製品(第 161園)

18は小形のうすい三角形土製品である。

43号住居跡(第 34図)

調査区中央部で検出された。 44 • 50号住居跡と璽複しておりいずれも本住居跡が切っており新

しいものである。
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46号住居跡

40.30m A' 

49号住居跡

1ぺ苛yγ
第l層 褐色土、炭化物・焼土ブロック混入
第2層明褐色土
第3層褐色土
第4層 褐色土、炭化物・小磯混入
第5層 明褐色土、褐色土混入
第6層 褐色土、焼土・炭化物・明褐色土小フロック混入
第7層 明褐色土、焼土ブロック混入
第8層階褐色土
第9層明褐色土、炭化物混入 第36図 45号 e
第10層褐色土

。 2m 

.47号 .49号住居跡
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プランは長紬3.9m、短軸 2.6mの楕円形を呈するO 確認面からの深さは 10cmで、壁は斜めに立ち

上がるO ピットは 13儲検出されており主柱穴は深さ 26C111以上の 6個と思われるO 炉は中央部に検

出された地床炉で、火熱で赤変している O 床は平坦で、堅く良好で=あるO

出土遺物

土器(第65& 81図)

56 • 57は床面から出土した。 56はキャリパー状を呈する深鉢形土器である。四単位で波状口縁

をなすo JJii部間に粘土紐貼付の渦巻状の突起を配し、粘土紐貼付の隆帯で連絡させ、隆帯に沿って

押圧縄文で縁どりされる O 胴部は隆帯:文を縦に垂下させているo 57はキャリパー形を呈する深鉢形

土器であるO 四単位の土器で口縁部の四ケ所に癌状の突超をもち、沈線を施す。頚部には一条の沈

線がめぐり、間には癌状の突起に向かいこ条の沈線が弧状に配される O 地文は LR(縦回転)単節斜

縄文であるo 330'""'-' 335は覆土から出土した。口縁部破片で竹管状工呉内面による半隆起線文が施

され、上部に刺突文が施されるものや、沈線と粘土紐貼付の降J詩文が施されるものなどがある O

石器(第93図)

111'""'-'114は護士から出土した。 111は先端部が欠損する細身の縦型石匙である。 112'""'-' 114は両

面加工のへラ状石器である O 石質はすべて頁岩である O

土製品(第 162図)

23は覆土から出土した土偶で、ある。首@手足は欠損している。沈線で文様が描かれ、背面には渦

巻文がみられる O 首部の欠損箇所には厚くアスフアルトが付着している。

44号住居跡(第 34図)

調査区中央部で検出された。 43号・50号住居跡と重複しており、 本住居跡は 13号住居跡に切ら

れ、 50号住居跡を切っている O

プランは長軸 7.9m、短軸 5.0mの楕円形を呈するO 確認面からの深さは 12cmでミ壁は斜めに立ち

上がる。東@西壁から約40'""'-'90 cm内側で床面が下がり段がつき、いわゆるベッド状を呈している O

ピットは総数44個検出されており主柱穴は深さ 40C111以上のものと思われる。北側に径90cm、深さ

90 cmで、東南部に黄白色粘土を土手状に盛土した特異なピットがある。がは中央部に二基検出され

た。土器埋設炉で周辺は火熱で赤変している O 床面は平坦で竪く良好である。

出土遺物

土器(第65 • 81 • 82図)

58 • 59は炉埋設土器である O 上@下部が欠損する深鉢形土器で 58はキャリバー形を呈する。

336'""'-' 345は覆土から出土した破片でミある。押圧縄文が弧状@波状に施されるものや、粘土紐貼付

の隆帯が施され、その上部、南側に撚糸庄痕文を施しているものもある。

石器(第93 • 94図)

115 • 116 • 197は覆土から出土した。 115は先端部欠損の無茎石鍛、 116は両面加工のへラ状石
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器である O 石質はいずれも頁岩であるo 197は両端を打ち欠いて作られた石鎮で、ある。

45号住居跡(第36図)

調査区中央|南側で検出された。

プランは径2.9mの円形を呈する O 確認面からの深さは 35cmで、壁は斜めにゆるやかに立ち上が

り中程で段を有するO ピットは南に 1個認められる。炉は認められなし iO 床面は平坦で堅く良好で

ある。

出土遺物

土器(第65• 66 • 82図)

60 ，...__ 64 • 346，...__ 348は覆土から出土した。 60，...__63はキャリパー形を呈する深鉢形土器である 0

60は口縁部に粘土紐貼付の降帯を施し、 先端が渦巻状になる。 頚部から胴上部には粘土紐が三@

@二本組になってまわるO 胴下部は三三条の沈線がまわり、その下には渦巻文が施されるO 地文は

LR (縦回転)単節斜縄文であるo61は沈線によって文様が施され、頚部に六条の沈線がまわり、口

縁部、胴部には渦巻文が施されるo62 • 63は口縁のーケ所に把手を有する。口縁部は締し可粘土紐貼

付ーで文様が施され、 63は端で渦巻文を作る。頚部から下部は三条の沈線がまわり、垂下する沈線が

施されるo 64は胴部が膨らみ口縁部が外反する深鉢形土器である。口縁部に隆帯があり、頚部には

三条の沈線がまわっている O 腕部は垂下する沈線で区画され、渦巻文が施されている。 346，...__348は

破片で、粘土紐貼付の降帯が施され、 348は聞に疑似爪形文が施されている。

お器(第93図〕

117 • 118は覆土から出土した。両面加工のへラ状石器である。石質ば頁岩である O

土製品(第 160図)

3は舟形を呈する土製品で、上部の一端には穴が穿たれ内部は中空になっている。土笛と忠、われ

る。

46号{主購跡(第36図〉

調査区北側で検出された。南壁は削られて不明である。

プランは長軸4.3m、短勅3.3mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 20cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 13個検出されているが主柱穴は不明であるb炉は中央部に作られた地床炉で、あ

り、火熱で広範囲に赤変しているO 床面は平明で竪く良好で、あるO

出土遺物

土器(第82図〉

349 ，...__ 351は覆土から出土した破片でミある。粘土紐貼付の隆帯@半隆走塁線文などが施されている O

石器(第93 • 98図〉

119 • 198は覆土から出土した。 119は縦型石匙、 198は石田であるO 中央部は溝状に磨られてい

る。
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47号住居跡(第36図〉

調査夜中央南側で検出された。

壁は削られて不明で、炉と周辺ピットの配列から住居跡と確認された。プランはピットの配置で

推定すると長軸 4.5rn、短軸 4.0rnの楕円形を呈すると思われる。ピットは 9個検出されている O 炉

は中央部に認められる地床炉で火熱で赤変しているO 床は平坦であるO

出土遺物

土器(第82図)

352 ~ 355は覆土から出土した破片で=ある。粘土紐貼付の渦巻文や、沈線による文様が施されて

いる。

石器(第 93 • 99園〉

120 • 121 • 199は覆土から出土した。無茎石鎌で 121は一端が欠損する。石質は頁岩であるO

199は磨石である。

48号住居跡、(第 18図)

調査区中央東側で検出された。 20号住居跡と重複している。

プランは、西壁の一部が遺砕するだけであるが、ピットの配列などから南北に長い楕円形を呈す

ると思われる O 確認、面からの深さは遺存する西壁で約 5cm、壁は斜めに立ち上がる。ピットは 22個

検出されているが、 20号住居跡と重複するものもあると思われ、主柱穴については不明である O ま

た南側に楕円形の大きな撹乱が認められる。炉は土器埋設炉二基が検出され、周辺は火熱で赤変し

ている O 床面は平塩で堅く良好である。

出土遺物

土器(第66図)

65 • 66は炉埋設土器である。上@下部が欠損する深鉢形土器である。地文は 65が LR、 66が

RLの縦回転単節斜縄文である。

49号住居跡(第36国〉

調査区中央部で検出された。

プランは長軸 5.2rn、短軸 3.7rnの楕円形を呈する O 確認面からの深さは 10cmで、壁は斜めに立

ち上がる O ピットは 15偲検出されているが主柱穴は不明である O 中央部には新しい土壌が掘り込ま

れ住居跡を壊しており、炉は検出できなかった。かすかに中央南側に焼土が認められた。床面は平

明で堅く良好である O

出土遺物

土器(第82図)

356 ~ 358は覆土から出土した口縁部破片である。押圧縄文、粘土紐貼付の降帯などが施されて

いる。
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50号住居跡(第 34図)

調査区中央部で検出されたo 43 • 44号住居跡と重複しており、いずれも本住居跡が切られてお

り最も古いものであるO

プランは規模は不明であるが、南北に長い楕円形を呈する O 確認面からの深さは 12cmで、監はほ

ぼ垂直に立ち上がるO ピットは 12個検出されており深さ 30cm以上のものが主柱穴と思われるO 炉

は認められなし、。床面は平閣で堅く良貯である O

出土遺物

土器(第 82図)

359 0 360は覆土から出土した口縁部破片である O 粘土紐貼付の隆帯が波状、 ixJ状に施され、

上部や縁に撚糸圧痕文、押圧縄文などが施文されている O

石器(第 99図)

200は覆土から出土した。席平な!離の両端を打ち欠いて作られた石錘で、ある O

51号住居跡(第 39図)

調査区中央北倶lJで、検出された。

プランは長軸 5.9m、短軸 4.2mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 18cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 22個検出されており、深さ 30cm以上のものが主柱穴と思われる。炉は検出さ

れなかった。床面は平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第83図)

361 '"'-' 369は覆土から出土した破片で、ある。粘土紐貼付の降帯によって文様が施され、三~四条

平行に貼付されるものや、渦巻文などがみられる。また沈線によって文様が施されるものもある。

石器(第 93 0 99図)

122 '"'-' 124 • 201 '"'-' 203は覆土から出土した。 122は無茎、 123は基部欠損の石鍛である。 124は

両面加工のへラ状石器と思われるo 201 • 202は磨石、 203は大きな擦を使用した磨石で、ある。

52号住居跡(第 37図〉

調査区i者東部で検出された。礁の詰った円形の土壌が新しく掘り込まれており、ピット数個を

切っている O

プランは長軸 12m、短軸 6.5mの隅丸長方形を呈する大形のものである。監の大部分は首りられ深

さは 2cm と浅~)。ピットは 8偲検出されており、いずれも径 50，...._， 70 cm、深さ 40，...._， 77 cmとしっか

りしており主柱穴と思われるO 炉は中軸線上に二基、北側でわずかに西に寄ったところに一基の計

三基検出されているO すべて地床炉で火熱、で赤変しているO 床面は平坦で堅く良女子である。

出土遺物

土器(第 66 e 83図)
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67 • 370，..__ 381は覆土から出土した。 67は上@下部が欠損する深鉢形土器である O 地文は LR

(斜回転)単節斜縄文であるo 370，..__ 381は破片であるo 370，..__374は撚糸任痕文.tIil庄縄文が主体

で文様が施されるo 375，..__ 380は粘土紐貼付の隆;詰，が施され、渦巻文 e波状文などが施文されるO

381は口縁に粘土紐を波状に貼付し上部に撚糸圧痕文が施される。

石器(第 93D 99図)

125 ，..__ 129 • 204は覆土から出土した。 125 • 126は無茎石鍛、 127は先端が鋭利な細身の石鍛で

あるo 128 • 129は両面加工のへラ状石器である。石質はすべて頁岩である。 204は扇平な燥の両端

を打ち欠いた石鋸で、ある O

53号住居跡(第 38図)

調査区南東端部に検出された。

プランは箆7.3mの円形を呈する。 確認、酷からの深さは 50cmで、 壁はほぼ垂直に立ち上がる O

ピットは中央に l個、壁に沿って円形に 9個の計 10伺検出されている。主柱穴は掘り方のしっかり

した壁治いに周る 8個と思われる。炉は東側に位置する。土器埋設部、掘り込み部、掘り込み部か

らなる。土器埋設部には深鉢形土器が埋設され、周辺は赤変してし喝。床面は平岨で察く良好であ

る。

出土遺物

土器(第 67D 83図)

69は炉樫設土器である。口縁部、底部が欠損する深鉢形土器である。沈線区画の磨消帯が IJJ字

状に横方向に大きく展開する。地文はLR(縦回転)単節斜縄文であるo 382 • 385は覆土から出土

した破片である O 沈線区画の磨消;吊..渦巻文などが施される O

石器(第 99図)

205は覆土から出土した磨石で=ある 0

54号住居跡(第39図)

調査区中央南側で検出された。

プランは径3.0mのほぼ円形を塁する。確認、面からの深さは北東部で 10cm、南西部で 30cmで、壁

は斜めに立ち上がる O ピットは南西部に 3個検出されている。がは中央部よりやや南側に位置する

土器埋設炉である O 埋設土器は縮片になっている。周辺は火熱を受けて赤変している O 床面は若干

傾斜しているが堅く良好である O

出土遺物

土器(第84図)

384 • 385は覆土から出土した破片で、ある。 384はLR(縦回転)単節斜縄文、 385は沈線区画の磨

消帯が施されている。

56号住居跡(第40岡)
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調査区北側で検出された。昭和 47年度に発掘された住居跡で、ある。

プランは長軸 4.4m、短軸は推定 3.0mの楕円形を呈する。非常に浅く、援はゆるく斜めに立ち上

がる。本住居跡にともなうピットは 18偲であるが主柱穴は不明で=ある。炉は長方形の芯間炉で南側

に埋設土器が配されていたようである。 58号住居跡と重複しているが新旧関係は明確でなし 1。ただ

埋設土器からみると本住居跡が新しいようである。

出土遺物

土器:図示はしていないが、埋設土器として深鉢形土器の胴部が出土している。粘土紐貼付二本

一組の隆線で渦巻文、鈎状文が配される(，小阿地下堤遺跡、」昭和 51年 3月、秋田市教育委員会、

参照のこと)。

¥ 
¥ 
¥ 
¥、

9号フラスコ状ビット

@。
@ 

8組
:zd 

第40図 56号。 58号住居跡

- 66 

/ 

。

/ノ

/ 
¥ 

¥ 

/ 

2m 



Lq 
Il: =:~.t: :~nそA

C雪
‘' 

~ 

A 

「打「
'" 0." 
Q" 

0・"

vaG 

M 

e' 

v一t1
.. ，臨 軍ピ

A

O

 

U

&
巴

，

岨

柑

e

-

-w

，
 

e

'

e

 

t
t
 

a
“a
〆
‘終
&

睡眠

Aa且R
oum柄。

除

拠

物

化
-
z
k震
A

也
帆
俣
睡
眠
際
総

j:

:、，

i

i
i
E
A
 

E
E
L
E
a
 

i
j
 

w
‘‘
"
-mum--

'i
・
ー
;

修

a
a
-
-
a
m源
抱

主幅aw 

.. 

一丁
" 
~=きで7マゴつ-=---=ロ
f 6 i i - ~ 

;oωIE 51号ー曲e・.'<}危局指



57号住居跡(第41図) 。。調査区北側で検出された。

60 e 61号住居跡と重複して

。-67
⑪ 

おり、 61号住居跡を切り、 60 。
号住居跡に切られている。

プランは、北@西側が不明

で規模は明確でないが楕円形

を呈する O 確認、面からの深さ

や
Jよさ

は 10cmで、援は斜めに立ち

ピットは総数 25儲上がる。

。部I~ミ-
¥_.) ~一一~

I /_/ー~，~

1/ ¥1 

¥ 、ごし__j，/ 
ノノ J 

~ー ---11号フラスコ状ピット

検出されている。主柱穴は控

空〉直下を周る深さ 30cm以上の

ピットと思われる。炉は北西

部に石岡炉が検出され、火熱

で赤変している。また、南東、

北部に匹iケ所土器埋設炉が検

40.40m A' A 

出され周辺が赤変している

が、すべて本住居跡にともな

うか不明である。床面は平坦

で堅く良好である。
2m 。59号住居跡第42図

出土遺物

ニヒ器 (第67 G 84図)

70，..._， 73は土器埋設炉の埋設土器である。 70は口縁部が外反する深鉢形土器である。山形口縁を

なし頂部の四ケ所に癌状の突起を貼付し、口縁には粘土紐貼付の降帯をめぐらし、上部に撚糸圧痕

文が施される。頭部から下部は頂部下に垂下する粘土紐貼付の降帯を施し指による押圧を加えてい

それらを連絡するように細い粘土粧を弧状に貼り付けている。 71"-' 73は上@下部が欠損するる。

深鉢形土器で 72は無文、 71 • 73は地文の縄文だけである。 386"-'394は覆土から出土した破片で:

ある。降帯上に撚糸庄痕文が施されるもの、粘土紐貼付の隆帯が平行、波状に施文されるもの、ま

た縁どりとして押圧縄文のみられるものなどがある O

石器(第93e 94 • 99図)

130 "-' 135 • 206は覆土から出土した。 130は先端が欠損する無茎石鎖、 131は縦型石匙、 132"-' 

134はへラ状石器である。石質はすべて頁岩である。 135は丸みをもっ磨製右斧で、ある。

58号{主題跡(第40国)
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第43図 62号住居跡
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調査区の北側で検出され

た。 昭和 47年度に発掘され

た住居跡で、あるo56号住居跡

と重複しており新!日関係は明

確でないが、炉埋設土器から

本住居跡が新しいようであ

6)ql 

@ 

。
る。

プランは、長紬推定約 7.0

m、短軸 5.5mの楕円形を呈

する。壁は非常に浅~ìO ピッ

トは 9個検出されているが、

入 。
@ 

:。
A' 

ムル

時57

A 2 40.50m A' 

主柱穴は不明である O 甫東部

に径1.0m、深さ 98crnの特異

なピットが検出された。炉は

中軸線上に石間炉を二基検出

第 1層階褐色土
第2層黄持色 l二
第3隠 褐色土、炭化物混入

第44図 63号住居跡

3 

。

した。 A炉には深鉢形土器が埋設されているo B炉の中央には小穴が掘られ1擦が詰められている O

いずれも内部、周辺は火熱で赤変しているO 床面は平坦で堅く良好であるO

出土遺物

土器(第 66 e 84図)

68はA炉埋設土器である。キャリバー形を呈する深鉢形土器である O 口縁部に波状、頚部には三

条の粘土紐貼付の隆司;をめぐらしている。地文は RL(縦回転)単節斜縄文である。 395'""-'397は護

士から出土した破片である O 粘土紐を貼付し渦巻文などが施される。

石器(第 94図)

136 '"'-' 138は覆土から出土した。 136は縦型石匙、 137は上部が欠損するへラ状石器である。石質

はいずれも頁岩であるo 138は上部欠損の磨製石斧である。

59号住居跡(第 42図)

調査区北側で検出された。

削平されプランは不明である。石四土器埋設炉と、それにともなうと考えられるピットが北東部

で検出され住居跡と判明した。炉の礁は西側が抜き取られており、また埋設土器は小破片になって

いる。

60号住居跡(第 41図)

調査区北側で検出された。 57号住居跡と璽複しており本住居跡が 57号住居跡を切っている。

プランは長軸 4.0m、短軸 3.2mの楕円形を呈する。確認、国からの深さは 20crnで、壁はほぼ垂直

71 -

2m 
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第 1居 11自褐色土
第2層褐色土、炭化物混入
第3層 11音褐色土、炭化物・焼土混入

ハ ')~司
副山

第45図的号住居跡

に立ち上がるO ピットは 15個検出されているが主柱穴は不明である。炉は検出されなかった。床面

は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 84図)

398 ，.._， 401 は覆土から出土した破片でミある。細~¥粘土紐貼付の陸帯や沈線が施されるO 隆帯上に

撚糸圧痕文が施されるものもある。

石器(第 94図〉

- 72 



ベて頁岩である O

139 ---141は覆土から出土した。 139 • 140は無茎石鍛である。 141は縦型石匙である。石賓はす

61帯住居跡(第41図)

調査区北側で検出された。 57号住居跡と重複しており、本住居跡が切られており大部分が 57号

住居跡に占められる。北壁は削平されており不明で、ある O

プランは、規模は不明であるが東西に長い楕円形を呈する。確認、面からの深さは 10cmで、壁は斜

めにゆるやかに立ち上がる O ピットは南壁下に 5個検出されている。炉は南東部に土器埋設炉が検

出された。深鉢形ニi二器の胴部が埋設され、周辺は火熱で赤変しているo 57号住居跡床面で検出され

ている土器埋設炉の中には本住居に含まれるものがある可能性が考えられる O 床面は平坦で堅く良

σ、¥
。

/
 l
 l
 

¥ 
¥ 

7号フラスコ状ビット

6 -64 。-36
64号住居跡

第46図 65号住居跡

73 -

O -370 

0 

。。18

泊。
剖

O世

mv 

ο 

ゐ~-48

。 2m 



/ 
'" 

制住居跡⑪
同42

F1426 
VG-43 G ，/ 

/ ~ 
¥ル/

@ 

但44

~2 

第47図 66号住居跡

好である。

出土遺物

土器(第 67 e 84図)

74は炉埋設土器である。深鉢形土器の胴部で羽状縄文が施文される。 402は覆土から出土した破

片である。粘土紐貼付の隆帯上に撚糸圧痕文が施される。

石器(第 94園〉

142は漬土から出土した無茎石鎌で、

62号住居跡(第43図)
ある。

74 -



トが検出された。南西部には黄白

色粘土を馬蹄形状に盛土してい

るO 床面は平坦で之監く良好である O

出土遺物

土器(第84図〉

403 ~ 407は覆土から出土した破片で、ある。粘土紐貼付や沈線による菱形@渦巻文@半裁竹管状

調査区中央部西側で検出され

た。 Jヒa四@南東部の壁は自Ij平さ

れて不明である O

プランは、推定で長軸 8.5m、

短軸 5.5mの隅丸長方形を呈す

る。確認面からの深さは遺存の良

好な東側で深さ 10crnで、壁は斜

めに立ち上がる。ピットは 21個

検出されているが主柱穴について

は不明で、ある O 炉は中央部に石囲

炉が検出されているO 四側の傑は

抜き取られて無い。内部は火熱で

赤変している O また、西側に小形

の土器埋設炉が認められるo LI.:1軸

線東側に径1.3m、深さ 95crnの断

面がロート状を呈する特異なピッ

。
。

。寸 。マー
@ 

40.20mA
〆

A 

。 2m 

第48凶 67号住居跡

工具による刺突文などが施されるO

石器(第 94図)

143 ~ 146は覆土から出土した。 143は両面加工のへラ状石器である。 144~ 146は刃部、上部が

欠損する磨製石器である。

土製品(第 163図)

35は覆土から出土した。二三角柱形を呈する土製品で一辺に面取りされている。土冠と思われる 0

63号住居跡(第44図)

調査区中央部西側で検出された。

プラン、規模は西壁しか検出できず不明であるが、ピットの配列から推定すると、東西に長い楕

円形を呈すると思われるO 遺存する西壁で確認面からの深さ 7crnで、ほぼ垂直に立ち上がっているO

ピットは 13偲検出され楕円形に配される。主柱穴は深さ 30crn以 tのものと思われる O 伊はLt央部

75 
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に位置する。西側に大きな礁を配し、拳大の!擦がまわる長方形石囲炉であるO 内部は火熱で赤変し

てし唱。床面は平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第84図)

408 ~ 410は覆土から出土した小破片で、ある。沈線によって文様が施され、亥Ij日文などが施文さ

~1，る。

石器(第94図)

147は覆土から出土した無茎石鱗であるO 石質は頁岩であるO

64号住居跡(第45図)

調賓!玄二!ヒ{則で、検出された。北西@西壁は削平されて不明である。

プランは、推定長軸 7.0m、短軸 5.0mの南北に長い楕円形を呈するO 確認、面からの深さは良好な

部分で約5cmと浅し、。壁は斜めに立ち上がるO ピットは 21鰐検出されており、主柱穴は壁に沿って

周る深さ 40cm以上のものが考えられる O 炉はIこ!こI央部に位讃する。二基の石聞がが北@南側に隣接し

て検出され、その間に土器埋設炉が確認された。周辺は火熱で赤変している O 中軸線上南控下に径

1.1m、深さ約1.0m、断面形がロート状を呈する特異なピットが検出された。北側に黄白色粘土が

j高蹄形状に盛土されている O 床面は平坦で竪く良貯である O

出土遺物

土器(第68 • 87図〉

75 • 76は炉埋設土器である。口縁部、底部が欠損する深鉢形土器であるo 75は粘土紐貼付の隆

帯によって文様が施される。口縁部は弧状に貼付ーされた両側に押圧縄文が縁どりされている、頚部

には二条の隆帯がめぐり、上部には同様の押圧縄文がみられるo 76は頚部に一条の降線がめぐり、

縦に蛇行する粘土紐貼付-が施されるo 411 ~ 424は覆土から出土した口縁部破片である O 粘土紐貼

付の隆帯で文様が施され渦巻文などが施文される。 413~ 418のように隆帯に沿って押圧縄文で縁

どりされるものと、 419~ 424のように隆帯だけのものがある。

石器(第94図)

148 ~ 153は覆土から出土した。 148 • 149は無芸石鎖、 150 • 151は両面加工のへラ状石器であ

るO 石質はすべて頁岩であるo 152 • 153は磨製石斧である。 152は刃部が欠損している O

65号住居跡(第46図)

調査区北端で検出された。 64号住居跡と重複しており本住居跡が切られている O 北西壁、東コー

ナ一部は削平されて不明である。

プランは、長軸 7.0m、推定短軸4.7mの楕円形を呈する。壁は非常に浅く、かすかに立ち上がっ

ている。ピットは 15個検出されているが主柱穴は不明である。炉は検出されなかった。床面は凹凸

があるが堅く良好である。

79 



出土遺物

土器(第85図)

1[25，.._， 1[33は覆土Lから出土した破片である。粘土紐貼付の降帯を主体に文様が施され、波状 e弧

線@渦巻文などが施文されるo428は口縁に撚糸庄痕文を施す降;需が貼付されるo430は撚糸圧痕文

が rrJ状や降帯を縁どる形で施文されている。

石器(第95 • 99図)

154，.._， 160 • 207は覆土から出土した。 154は無茎石鍛、 155は鋭利な石錐である。 156は縦型石

匙、 157，...__159はへラ状石器で、 159は大型である。 160は刃部が欠損する磨製石斧、 207は磨石で

ある。

66号住居跡(第47図)

調査区最北端で検出された。北側は沢で削平されている。東側は不明の落ち込み、南側は 56号住

居跡によって壊されている。

プラン、規模は不明で、間接がわずかに確認されている O 床面に、火熱により焼土が広範囲に認

められる。

出土遺物

土器(第86図)

434，...__ 442は覆土から出土した口縁部破片である。山形、平縁の口縁部を有し、粘土紐貼付命@沈線

文などで文様が施されるo 434 • 441は沈線文が施され細長い刻みがみられる。 435，...__ 438は弧状、

垂下する粘土紐貼付が施され、 439c 440は渦巻文、菱形文などが施文される。

五器(第95 • 99図)

161 ，.._， 168 • 208は覆土から出土した。 161，.._， 163は無茎石倣である。 161は挟り部分にアスフア

ルトが付着している。 164は縦型お匙、 165は三脚石器と思われるo166 • 167はへラ状石器、 168は

刃部が欠損する磨製石斧であるo 208は卵形を呈する磨石である。

67号住居跡(第48図)

調査区北側で、検出された。南@四壁の一部は削平されて不明である。

プランは、長軸4.7m、短軸3.4mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 10cmで、壁は斜めに

ゆるやかに立ち上がるO ピットは 7@1検出されており主柱穴と思われるO 仁!こl軸線北側に径55cm、深

さ65cm、断面がロート状を呈する特異なピットがある。南側に黄白色粘土を土手状に盛土してい

る。炉は中央やや北西部に位置する土器;埋設炉であるO 周辺は火熱で赤変しているO

出土遺物

土器(第68 • 86図)

77は炉埋設土器で、キャリバー形を呈する深鉢形土器であるの四単位の土器で=口縁四ケ所に癌状

の突起が配される O 口縁部、頭部に粘土紐貼付の降帯がめぐり、それらの間には波状に降帯がめぐ

80 



り、頂部下には橋状、中間点には弧状の粘土紐~占付が施文される。地文は LR C縦!日転)単節斜縄文

であるo443 ~ 450は覆土から出土した破片で:ある 443 • 444は粘土紐貼付の降;出;と撚糸圧痕文が

施され、 444は京1]突文もみられる。 445~ 448はli盆帯による渦巻文、 449 • 450は沈線によって文織

が施される。

石器(第 95 • 99図)

169 ~ 172 • 209 • 210は覆土から出土した。 169は無茎、 170は有茎の石鍛である。 171は石錐

と思われるo 172は両面加工のへラ状石器である。石質はすべて頁岩である。 209 • 210は磨石であ

る。

68号住居跡(第49図)

調査区中央部西側で検出された。西側%は削平のため不明である O また、中央部には本住居跡を

切って 33号住居跡が構築されている O

ピットの配列からプラン、規模を推定すると、長軸約 9.7m、短軸約 5.2mの東西に長い間丸長方

形を思するようである。控が遺存する東側では、 H儒忍面からの深さは約 10crnで、壁は斜めに立ち上

がる。住居跡にともなうピットは 14個検出されているO 主柱穴は長軸に沿って長方形に配される深

さ40crn以上のピットと思われる。中軸線東側に径80cm、深さ 79cmの特異なピットが検出された。

炉はqJ軸線に三ケ所、その他に二ケ所焼土が分布する個所が認められ地床炉と思われる。床面は平

坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第86図)

451 ~ 457は覆土から出土した破片である。粘土紐貼付の降;吊:、撚糸圧痕文で文様が施される 0

451 ~ 453は縦に降帯をA下させ、鋸歯状文がみられる。 454は口縁に撚糸圧痕文、 455 • 457は降

帯上に撚糸圧疲文が施される。

石器(第 961翠)

174 • 175は覆土から出土した。 174は石徹、 175は両面加工のへラ状石器である。石質はいずれ

も頁岩である。

69号住居跡(第 50図)

調査区中央南側で検出された。 北壁はì~1j平され不明である O また l 号. 72号住居跡、風倒木痕に

よって;壊されている O

プランは、北側が不明であるが推定長軸 12.8m、短軸 8.1mの隅丸長方形を呈する。壁は非常に

浅く、斜めに立ち上がる O 住居跡にともなうピットは 18個検出されている。主柱穴は長軸壁と並行

する深さ 60crn以上の掘り方のしっかりしたピットと思われる O 炉は検出できなかったが、商に焼土

が分布する範囲が認められ、これが地床炉のひとつと思われる O 床面は平坦で竪く良好で、ある O

出土遺物
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土器(第 87図)

沈線によって平行@波状@渦巻文などが施されて458 ~ 462は覆土から出土した土器片で・ある。

いる。

石器(第 96園)

176は領土から出土した年茎石倣である。

71帯住居跡(第 51図)

調査区中央南側で検出された。北西@南壁は削平されて不明である。

プランは長軸 6.6m、短軸 5.9mの楕円形を呈する。確認面からの深さは 10crnで、壁は斜めに立

1~ ι) 
G35 

〆

ノ
片
思
零
円
一
干
起
・
刊
則
一
止
、

c") 

N 
A' 口

。77
。

盟
問
持

盟
N

掠

盟
二
路

@ 

。剖
。刊。

∞1 A' 40.70m 

Eむi

A 

2m 。
71号住居跡

82 -

第51図



ち上がる。ピットは 15倒検出されている O 主柱穴は深さ 50crn以上の掘り方のしっかりしたピット

と思われる O 炉は北寄りに位置する O 石閤土器i埋設炉で、埋設土器は南寄りに埋設されてし喝。!擦

は西、南側の一部が抜き取られている。中は火熱で赤変している O 床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第68 • 87図)

78は炉埋設土器である。腕部が膨らむ深鉢形土器で口縁部、底部は欠損する。頚部に四条の沈線

文がめぐり、胴部には垂下する沈線から渦巻文が展開する。地文はLR(縦回転)単節斜縄文であ

る。 466 • 467は覆土から出土した。 467は太い降帯が施される。

石器(第96図)

177は覆土から出土した細身の磨製石斧である。

72号往路跡(第51図)

調査区中央南側に検出された。 73号住居跡の北側を壊して構築されている。

プランは長軸3.5m、短軸 3.0mの小さな楕円形を去する。確認、面からの深さは 42crnで、壁は斜

めに立ち上がるが、東壁は傾斜がゆるやかである。住居跡にともなうピットは 4偲と思われるが、

主柱穴は不明であるO 炉は検出できなかった。床面は堅く良好であるO

出土遺物

土器(第87図)

468 ----474は覆二とから出土した土器片で=ある O 粘土紐貼付の略帯や、沈線によって文様が施され

るo468 • 469 • 472 • 474は降帯が平行@波状@鋸歯状に施されるo471は細い陸帯が「フ」状に

描かれている。 470 • 473は沈線によって平行、渦巻文などが施文される。

お器(第96 • 99図)

178 • 179 • 211は覆土から出土した。 178は無茎石鎮で挟りの部分にアスフアルトが付着する O

179は両面加工のヘラ状石器である。石質はいずれも頁岩である。 211は欠損する磨石である。

73号住居跡(第52図)

調査区中央南側で検出された。北側は 72号住居跡によって壊されているO

プランは、推定長軸約8.3m、短軸 5.4mを呈する楕円形を呈する。確認面からの深さは 10crnで、

壁は斜めに立ち上がる。ピットは 15個検出されている O 主柱穴は長軸に並行して周る深さ 30crn以

上のピットと思われる O 炉は中央長軸線上に土器埋設炉が二基検出された。周辺は火熱で赤変して

いる O 床面は平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第68 • 69 • 87図〉

79 ----82は炉埋設土器であるの 79は口縁部、底部が欠損する深鉢形土器であるO ロ縁部、頚部に

は粘土紐貼付の降帯、腕部にこ@三条の沈線がめぐっている O 地文はRL(縦回転)単節斜縄文であ

- 83-



ノ
ペ
国
宰
け
宇
部

r
』
川
副
控

、∞
g
o
∞.
0ザ

誌
午
前
百
事

組
H

調

部
N
}油

精

ω
一珊

滋
品
概

略
印
謡

〉

72号住居跡
。
。。-

滞
詳
害
賠
M
'

・
濡
許
容

-
E
!
と
野
市
闘
し
f

∞| 

。58
0 。

ノ
ー_/

。

(Q-59 
。

。
鞘
h

ご
副

部
印
画

部
。
覗

部
寸
描

一
一
冊
蔀
凹
汁

商
問
汁

=2即
日
什
J

肘

M
R事
・
司
!
ト
浮
ボ
前
、
し
〉
'

富
市
仰
い
庁
J

」
球
評
芯
・
百

l
k
y
詐
凶
円
前
u
f

品。-
g
s
k
r、

m
 

。
72号・ 73号住居跡第52図

る。 80は口縁部の四ケ所に太い隆帯で横に「∞」状の文禄が施される O 地文は LR(縦回転)単節斜

縄文であるo81は口縁部、底部が欠損する深鉢形土器である O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文であ

る。 82は頚部から外反する口縁部、底部が欠損する深鉢形土器である。口縁下部に細し、粘土紐貼付

により鋸歯状文が施される O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文であるo475は覆土から出土した土器

口縁部に二条の降帯がめぐっている O片である。

石器(第 96図)

180 "-' 182は覆土から出土した。 181は細身の縦型石匙、 182は先端部が欠損する削器状の石器で

ある。石質はいずれも頁岩である。 183は刃部が欠損する磨製芯斧である。

84 -



74号住居跡、(第 53図)

調査区1=1二I央東側で検出された。

プランは径 6.3mのほぼ円形を呈する。 確認出からの深さは 10crnで、 壁は斜めに立ち上がる。

ピットは 11個検出されているが主柱穴は不明である O 炉は中央部に位置する。土器埋設炉で埋設土

器が 2個体出土した。周辺は火熱で赤変しているO 床面は平坦で竪く良好である。

出土遺物

土器(第69図)

83 • 84は炉埋設土器である。いずれも口綾部、底部が欠損する深鉢形土器である。 83は縦、 84

は横方向に結束のある羽状縄文が施される。

75帯住賭跡(第 54図)

調査区中央東側で検出された。南壁は一部出IJ平され不明である。

プランは長軸 7.1m、短軸 5.1mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは約 4crnと浅く、援は斜め

に立ち上がる。ピットは 11倒検出されているが主柱穴は不明である。炉はほぼ中央部に位置するO
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土器埋設炉で、深鉢形土器が埋

設されており、周辺は火熱を

受けて赤変している。床面は

平塩で堅く良女子である。

出土遺物

土器(第 69図)

85は炉埋設土器である。口

縁、底部が欠損する深鉢形土

器である O 口縁部に粘土紐隆

帯と半裁竹管状工具内耐によ

る半隆起線文で山形の文様が

施されている。

76号住賠跡、(第 54図)

調査区中央北側で検出され

た。援は削平され、プラン、

規模は不明である O 炉と周辺

了守
¥ 

(Q)-48 

A 

。
。23
。57

77号住居跡

。ー訪
'1-¥ 

9:: 

A'40.60m 

ピットにより住居跡と判明した。炉は土器埋設炉で周辺は火熱で赤変している。炉の周りに 10個程

ピットが検出されているが主柱穴は不明である O

出土遺物

土器(第69図)

86は炉埋設土器である O 深鉢形土器の胴部で、地文は LR(縦回転)単節斜縄文である O

77号住居跡(第 55図)

調査区北東部に検出された。壁は削平され、プラン e規模は不明である O 炉と周辺ピットにより

住居跡と判明した。炉は右四土器埋設炉である O 礁は 3伺確認される他は抜き取られている。埋設

土器は 2個体出土した。周辺は火熱で赤変している O

出土遺物

土器(第 69国)

87 • 88は炉;埋設土器である。口縁部、底部が欠損する深鉢形土器である。地文は RL(縦回転)

単節斜縄文である。

フラスコ状ピット s土墳

本遺跡からフラスコ状ピット 28基、土填 190基が検出された。詳細については表にしてまとめ

7こO

フラスコ状ピット出土清物

- 87 
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11 16号住居跡北側炉均設土器
12 17号住居跡炉埋設土器
13 18号住居跡炉開設土器
14 19号住居跡炉開設土器

第57図遺構内出土土器
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15 19号住居跡炉埋設土器
16 20号住居跡炉埋設土器
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22 25号住居跡
23 25号住居跡

24 

24 26号住居跡
25 29号住居跡

26 30号住居跡炉埋設土器

。
第59図遺構内出土土器
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39 36号住居跡覆土 42 37号住居跡覆土
40 37号住居跡覆土 43 37号住居跡覆土
41 36号住居跡覆土

。
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58 59 

/ 62 

56・57 43号住1追跡床面

60 58 44号住居跡炉埋設土器
59 44号住居跡炉理設土器
60-62 45号住居跡覆土

。
10cm 

遺構内出土土器
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63・64 45号住民跡覆土
65 48号住居跡炉開設土器
66 48号住居跡炉開設土器

/ 67 
67 52号住居跡、 0 
68 58号住居跡 A炉用設 i二掠

lOcm 

第66図遺構内出土土器
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第69図遺構内出土土器
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82 73号住居跡炉埋設土器
83 74号住居跡炉埋設土器
84 74号住居跡炉埋設土器
85 75号住居跡炉埋設土器
86 76号住居跡炉埋設土器
87 77号住居跡炉埋設土器
88 77号住居跡炉埋設土器
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5 cm 

フラスコ状ピット内から多量の遺物が出土した。ここでは完形@半完形品で実測図を載せた土器

と石器について記述することにしたい。

1号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 125図)

482は覆土から出土した深鉢形土器で=ある。口縁部は欠損する O 地文は羽状縄文である。

3呼フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 125図)

483は覆土から出土した口縁部欠損の鉢形土器である。沈線によって文様が施され、胴上半は方

形区画文、下部は沈線が縦方向に施され糠状文がみられる O

4号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 125図)

484 • 485は覆土から出土した。網部がゆるく膨らみ口縁部が外反する深鉢形土器であるo484は
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口縁部には粘土紐を波状に貼付し、上部に撚糸圧浪文が施される O 日向上部は内単位に医師され縦に

粘土紐を貼付し、その間を弧状に粘土組・を貼付して連絡させている。粘土紐間に

どりされている。

地文は LR(横回転)単節斜縄文である。 485は口縁部に波状の粘土紐貼付を行ない、上部に撚糸

圧痕文が施されるO 地文は RL(横回転)単節斜縄文である。

5号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 125図)

底部近くの覆土から出土したo486は浅鉢形土器である O 日縁部に文様帯があり、撚糸圧痕文が施

され、六区画に別れている。地文は RL(横回転)単節斜縄文である。 487は口縁部が外反する深鉢

形土器で、ある。 171:;1単位のご土器で!旦!つの弁状把手があり、橋状突ii己が付けられている。胴上部までで

文様帯があり、粘土紐貼付に撚糸!王痕文が施された降帯が、下部では平行に、上部では波状・ tll形

に施されている。その問には角形の刺突文を施している O 地文は RL(縦回転)単節斜縄文である 0

488はキャリパー形の深鉢形土器である。仁!縁部文様帯は三区画され、そのこケ所に縦の撚糸圧痕

文と渦巻文が配されるO 口縁に楕円区岡された溝状の無文部があり、その下に山形に陸帯が施され、

撚糸圧痕文によって縁どりされているO 地文は LR(横田転)単節斜縄文であるO

6号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 149図)

212 • 213は覆土から出土した。 212は在側が一部欠損しているが槍先状の石器と思われるo 213 

はへラ状石器であるO 石質は両方とも頁岩であるO

7号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 125 • 126国)

489 • 490は覆土から出土した。 489は浅鉢形土器である。同単位に区画されており、匹!ケ所に小

さな渦文が配される。その間は抑圧縄文が長楕円形に施されるo 3本目の押圧縄文は中間点で山形

を呈している。地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 490は胴部が膨らみ口縁部が外反する深鉢

形土器で、ある。文様帯は胴上部に施される。撚糸圧痕文が施された粘土紐貼付ーの隆JFij:文が波状@平

行に施される。地文は RL(縦回転)単節斜縄文である。

石器(第 149図)

覆土から出土した。 214は無茎石鍬、 215は両面加工のへラ状石器である O いずれも石質は頁岩で

あるO

8号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 149図)

216は覆土から出土した。両面加工で、先端刃部が欠損するへラ状石器で、

9号フラスコ状ピット出土遺物
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石器(第 149I盟)

217 • 218は覆土から出土した。上部が欠損する磨製石斧である 0

10号フラスコ状ピット出土連物

土器(第 126図)

覆士から出土したo491は胸部が若干膨らみ、口縁部が外反する深鉢形土器である。口縁部と胴上

部には粘土紐貼付の降;出:がまわり、 |二部に撚糸圧痕文が施される。また等間隔に二本一組の粘土紐

貼付が縦に施されている。頚部には撚糸庄痕文と粘土紐貼{;j-の降;吊:が施され上ドを連絡しているO

胴部には S字状に二列縄文が横走する。地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 492は二ケ所に山

形仁l縁を有する深鉢形土器である。半裁竹管状工具内部を使用して施される半隆起線文と粘土紐貼

付の降帯によって文様が展開される。口縁部、頚部には二条の半隆起線文がまわり、頚部には二単

位づっ四ケ所に長@短の粘土紐貼付ふが施される O 胴部には最初竹管:1犬工兵により細かい格子目文が

施され、その後半i盗起線文が L字@クランク状に展開するO 二!と陸系のこi二器である。 493は複合口縁

を有する深鉢形土器でーケ所が山形口縁を呈する。その頂部に粘土紐を iPJ状に貼付しているO 地

文は RL(縦回転)単節斜縄文である。 494は胴部が膨らむ深鉢形土器である。地文は LR(縦回転)

単節斜縄文である O

11号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 127図)

覆土から出土した。 495は口縁部が外反する深鉢形土器の破片で、ある。弁状把手を有する。口唇部

には撚糸!王痕文が施される。頚部、口縁部は粘土紐貼付ーの隆;市:文が施され、上部には撚糸圧痕文が

付される。陸信;間には撚糸庄痕文が波状に施文されている。 496は上半部欠債の深鉢形土器である O

地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。

石器(第 149図)

219 ~ 223は護士aから出土した。 219 • 220は両街加工で先端部に刃部のあるへラ状石器である。

221は側縁に刃部のある掻器状の石器と思われる。 222 • 223は刃部欠損の磨製石斧である。

土製品(第 161図)

22は覆土から出土した二i二偶で、ある。頭@手は欠損するO 腹部が非常に膨らんでおり、両足は非常

にリアルに作られている。

14号ブラスコ状ピット出土遺物

石器(第 149 • 151図)

覆土から出土した。 224は基部に対して刃部が街角に近くなるへラ状石器と思われるo225は小型

のへラ状石器である。 241 • 242は磨石である。

土製品(第 162図)

27は覆土から出土したこt偶の頭部で、ある。沈線によって文様が抗iかれている。
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15号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 127図)

498は覆土から出土したのキャリパー形を呈する深鉢形土器である。四単位の土器で波状口縁で

あるO 各頂部に半裁竹管状工具内面による半隆起線文を描き、上部に刻日文を施しているO 頚部に

は一条の粘土紐貼付の降帯がめぐり、 i可様に刻目文が施される O 地文はLR(縦閉転)単節斜縄文で

ある。

石器(第 149 • 151図)

226 • 243 "-' 248は覆土から出土したo 226は両面加工のへラ状石器である。 243は両端を打ち欠

いた石錘で、ある。 244は片面使用のくぼみ石、 245"-' 248は磨石である。

土製品(第 160I窓)

11は覆土から出土した三角形土製品で、ある O 中央部、三角形の各頂部に粘土を貼付している。全

聞に規則的に刺突文が配される。

16号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 149図)

227は覆土から出土した。刃部が欠損するへラ状石器である。石質は頁岩である O

17号フラスコ状ピット出土遺物

ニヒ器 (第 127 • 128図)

覆土から出土した。 499は浅鉢形土器で、頚部は内反し、口縁は短かく外反している。四単位の土

器と思われ、頚部に一対の持i庄縄文を施す突起を有し、口縁部から粘土紐貼付の降帯で連絡してい

る O 日岡部は上部に粘土紐貼付の~盆帯が波t7\ iこまわり、四ケ所からは縦に垂下させ、中間で i+J 字

状に施される O 降帯に沿ってへラ状工呉による沈線で縁どられている。地文は LR(縦回転)単節斜

縄文であるo 500はキャリパ一一形を呈する深鉢形土器である。四単位の土器で口縁部に文様帯があ

るO 室長部の四ケ所に癌状の突起を貼付し、その間を粘土紐貼付の降;帯で連絡させている。日縁部は

同様の!盗帯を大きく波状に施しており、押圧縄文で縁どりをしている O 仁I縁にも押圧縄文が施され

るO 地文は口縁部が LR(横回転)胴部が LR(縦回転)単節斜縄文であるo 501は服部が膨らみ、

頚部から口縁部にかけて外反し、口縁が直立する深鉢形土器の破片である O 口縁部は粘土紐貼付の

隆帯を波状にめぐらし、 t部に刻白文を施している O 胴部は粘土紐貼付の隆帯で文様帯を区画しそ

の内側にへラ状工具による沈線文で渦文などの文様が施されている。地文は LR(縦回転)単節斜縄

文である。

石器(第 150図)

覆土から出土した。 228は無茎の石蟻で挟りが深く、先端は細く鋭角になっている。 229は両国加

工のへラ状石器である。いずれも石質は頁岩である。

19号フラスコ状ピット出土遺物
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コ状ピット

壊 i…i 部l 境 底
番-5子 深さ(crn) 出土 jiZ 物 。iij 考
長!!irll(crn) X¥II!irlI(crn) 平 I面形 長IMI仕組) 拡liPII!(crn) 平面i形

l 99 86 m ITJ ]f~ 170 160 椅 PJ形 101 第125[x1482

2 88 52 1tf 111形 200 198 fLJ Jf~ 146 

3 109 102 栴 pjJf~ 348 320 稿!弓形 237 第1251玄1483

4 193 150 不整形 347 289 栴 PlJr~ 177 5fH251ヌ1484・485

5 94 84 i鴇メL方Jf~ 302 279 iff 1斗Jr~ 194 第1251ヌ:1486，......，488

6 96 88 不整形 215 201 111 ILJ Jr~ 146 第1491文1212• 213 

7 97 67 楕 ITJff~ 215 191 稿jIJ形 111 第12 1 2図51、匡14第891 4、9第図1261立1490、dT4 91?<k 5，fi1491?<1214・215

8 82 51 111 Pl Jf~ 218 197 rrq jIJ ]J; 138 第130図、第149凶216

87 81 栴 ILJJf~ 262 249 楕jJl形 157 第7e1321181立1536'"'-'546、第1491週21

10 127 81 m jIJ JT~ 216 196 iff JLJ JJ; 118 第7~1254619ヌ:1491，......，494、第1311盟国

11 157 147 pj Jf:; 225 214 稿 P-l Jf~ 153 第0第~1125675117図立、14292第51・44991羽6、21第9~13222図35、5 

12 第132図558""""562
能崩め落調査の不た

13 

14 64 57 楕 P-lJ巳 212 209 IIJ Jf~ 151 第9第~11355 271 図71剖、5246第31~1・452946図82、、22第第411@3623221図盟5、52 7 6 

15 122 102 t'F'f 1斗Jf~ 250 222 楕円形 144 第3図16、210 22図第76、1盟1134第49胤815咽1第図4~21345338~岡8、257488第~、145第9 8 

16 72 53 楕 PlJf~ 187 175 楕円形 121 第1341盟589""""595、第149関227

17 89 71 橋 PJ]f~ 248 226 栴f1JJf~ 174 第1凶悶、、212却第第7宇1・134324962図9凶9回6Z1631~~1266802凶01、5、0 第第0・1153505 0 

18 113 104 不整形 188 182 lLJ JJ; 98 第136図622""""624

19 180 161 栴 IljJr~ 291 271 精 IJJJf~ 130 第図1281立1502、第1371盟、第151 249・250

20 148 110 不整Jf~ 221 203 稿jIJ形 148 第138図639""""643、第1501叉1230

21 119 112 不整形 314 305 i'I'f jJJ Jf~ 196 第9~138021雪5、161~4第4~2155605、図8第、23第116・113図293112Z6，16第5 
1516図7 3 

22 105 66 桔 PJJf~ 210 194 楕 1LJ Jf~ 173 第5、12第811三41500図36、7第6~163895関671""""67

23 106 74 1tf [IJ Jf5 162 154 梧jJlJf~ 132 第140rヌ1686，......，687、第151図233

24 132 108 楕 rlJJf~ 226 212 fr"l' jIj J巴 144 第4~1460916ま1688""""693、第141図69

25 77 75 PJ Jf~ 242 217 iff jLJ Jf~ 178 第5関16210 2q盟第74閣19・442、193凶第75、、619第第671~出1125718110担似751、255D第44、・155第0 0 

26 84 63 桔 JLJJf~ 193 178 楕 ILJ)J; 135 第1281三1506、第1411玄1706，.._，708

27 99 67 1tf円形 170 155 作IFfJ J[:; 138 第141悶709，.._，713

28 124 106 イ:;*空)f-; 191 183 隅メL方Jf~ 88 
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土器(第 128図)

覆jこから出土した。 502は服部が膨らみ口縁部が若干外反する鉢形土器である O 口縁部には撚糸

!王痕文を等間隔に配し、同ケ所に車!1lい粘土紐貼付を施す。頚部から胴上部は沈線文で広i珂し、渦文

が横方向に施される。地文は撚糸文である。

石器(第 151図)

覆土から出土した。 249 • 250は両端を打ち欠いて作られた石錘である。

20号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 150図)

覆土から出土した。 230は両面加工のへラ状石器と思われる。頁岩である O

21号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 150 • 151図)

覆土から出土ーした。 230は先端が尖った縦型の石匙、 231は上部が欠損する磨製石斧である。 251

は両端を打ち欠いた石錘、 252 • 253は磨石である。

土製品(第 161図)

覆土から出土した。 16は三角形土製品である。二つの頂部は欠損しているが、残っている頂部に

は粘土を貼付て盛りあげている。

22号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 128図)

覆土から出土した。頚部から口縁部にかけてゆるやかに外反する深鉢形土器である O 四つの弁状

把手を有し、口層部には等間隔に粘土紐を貼付・している O 文様帯は胴部中程まで下がり、頂部四ケ

所からは粘土紐貼付の降帯が二本最下し中に波状文を施している。間には角形の刺突文を肋骨状に

配している O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。

23号フラスコ状ピット出土遺物

石器(第 151図)

ら出土した。 233は上部が若干くびれ、先端部に刃部をもっ両面加工のへラ状お器である O

ある。

25号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 127 • 128国)

覆土から出土したo 497はキャリパー形を呈する深鉢形土器である O 口縁と頚部にキ郎、粘土紐貼

付の隆帯がまわる。間には二本一組の同様の隆帯を縦に施し連絡する。 地文は RL(縦回転)単節斜

縄文であるo 504はLR(縦回転〉単節斜縄文の浅鉢形土器である。 505は口縁部が「く」の字状に

外反する浅鉢形土器であるO 口縁部は粘土紐貼付によって楕円i玄画され、中に押圧縄文が施される。

地文は RL(縦回転)単節斜縄文である。



石器(第 150 • 151図)

覆土からIHニヒした。 234はツマ部に対して刃部が鋭角につく石匙で縦型に入ると思われるo235は

両国加工のへラ状石器である。いずれも石質は頁岩である。 254は両端を欠いて作られた石錘で=ぁ

る。

土製品(第 160 • 161凶)

覆土から出土した。 9は長方形を呈する土製品で等間隔に沈線がまわり、片面に縦に三本の沈線

が走るo 17は三角形土製品で=ある。

26号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 128図)

覆土から出土した。 506は口縁部がゆるやかに外反する深鉢形土器である。 仁!縁

土器理設遺構一覧表

堀り方競模
遺構番号 フラン 出土遺物(埋設土器) 備 考

径(cm) 深さ(cm)

深鉢形土器、口線部外皮、口縁、

頚部に二条ずつ粘土紐貼付経帯が

1号土器埋設遺構 円形 60 27 めぐる。上に刻み状の撚糸圧痕、 第146図759
隆帯簡に黙糸圧痕による擬似爪形

文口

深鉢形土器、垂下する粘土統貼付

2号土器埋設遺構 円形 35 28 の隆帯か蛇行する。地文、 LR 第146図760
(縦回転)単節斜縄文。

3号土器埋設遺構 円形 33 15 
深鉢形土器腕部、地文、 LR(縦

第146密761
回転)単節斜縄文。

4号土器埋設遺構 円形 55 27 
深鉢形土器、服部、地文、 LR

第147~762
(縦回転)単節斜縄文。

深鉢形土器、平縁、平行、垂下、

Y状の撚糸圧痕文が施文される口

5号土器埋設遺構 円形 32 32 
(763)深鉢形土器、破片、粘土統

第147図763、764
貼付の降帯上に撚糸圧痕文、聞に

は擬似爪形文、地文、結束のある

羽状縄文。

6号土器埋設遺構 円形 47 34 
深鉢形土器、波状口縁、地文、 L

第148図766、屑辺境土分布
R (縦回転)単節斜縄文

7号土器埋設遺構 円形 34 20 
深鉢形土器、胴部、頚部に陸線、

第147図765
口縁部は陸線に沿って押庄縄文口

深鉢形土器、四単位、四ケ所に細

い粘土紐貼付二本→既縦に施す。

8号土器埋設遺構 円形 47 57 その聞を連絡して、 4条の平行な 第148図767、倒立して埋設
押圧線文をめぐらし、聞に波状に

持庄縄文が施文される口
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土壊一覧

土境番号
規 模 (cm)

平面形 断面形 出 土 遺 ヰ知
長車由 短車虫 深さ

183 76 30 不整形 血 状

2 134 133 34 円 背三 洗面器状

3 182 169 55 楕円形 血 状 第144図723

4 118 114 24 楕円形 洗面器状 第145図755

5 105 76 20 楕円形 洗面器状

6 236 199 83 橋円形 血 状 第144図724---725

7 210 129 32 不整形 皿 状 第151図255、第144図726

8 225 172 68 不整形 ロート状 第144関727.728 

9 134 121 48 円 資5S品 状 第150図236、第144鴎729

10 234 213 16 不整形 盟 状

11 227 125 40 不整形 洗面器状

12 110 80 64 不整形 ロート状 第144留730

13 142 116 50 不整形 鍋 状 第144図731• 732 

14 93 74 65 楕円形 ビーカー状 第142図714--716、第150図237

15 92 75 73 楕円形 ロート状 第144図733• 734 

16 156 84 15 不整形 血 状

17 90 83 27 円 形 鍋 状

18 76 59 33 楕円形 鍋 状 第144図735

19 153 129 82 楕円形 ビーカー状 第144図736

20 122 95 61 楕円形 洗面器状

21 147 104 66 楕円形 ビーカー状 第142歯717

22 226 165 39 楕円形 洗面器状 第150図238、第144図737--744

23 94 88 31 円 背三 鍋 状

24 78 74 51 円 背5 ビーカ…状

25 84 57 44 楕円形 ピーカー状

26 66 57 22 楕円形 鍋 状

27 77 66 27 楕円形 産品 i民

28 86 69 11 楕円形 盟 状

29 70 62 14 円 万三 血 状 第142図718

30 73 67 13 月 形 洗面器状

31 107 68 29 不整形 鍋 状 第145図745--747

32 67 65 22 円 形 鍋 状

33 79 73 12 円 形 洗面器状

34 297 103 28 楕丹形 皿 状

35 114 96 35 楕円形 S品 状

36 81 64 30 楕円形 S品 j犬

37 64 59 24 円 形 主同 状

38 69 64 26 円 庁三 主品 状
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上墳f番号
規 模 (cm)

平顕形 断臨形 出 土 遺 物
長車出 短車由 深さ

39 72 65 16 円 背5 洗面器状 第151図256

40 69 63 18 円 方5 洗面器状

41 64 62 39 円 背三 ピーカー状

42 80 73 26 楕円形 鍋 状

43 83 80 17 円 背5 主品 状

44 65 59 28 円 形 袋 状

45 73 70 53 円 * 袋 状

46 77 66 52 楕円形 袋 状

47 90 74 25 ;惰円形 富島 状

48 92 83 31 楕丹形 主品 1犬

49 67 62 17 円 背5 主品 状

50 100 92 55 楕円形 ピーカー状

51 107 71 31 楕円形 S品 状

52 83 77 14 円 背5 洗霞器状

53 87 87 17 円 好5 洗面器状

54 65 50 14 不整形 洗面器状

55 59 49 23 楕円形 S品 状

56 90 84 31 楕円形 重品 状

57 68 60 25 円 形 主品 状

58 55 52 9 円 背3 血 状

59 69 65 13 円 形 皿 状

60 101 99 13 円 丹5 血 状

61 72 71 39 円 形 主品 状

62 73 70 33 円 背5 車両 状

63 71 69 28 円 形 S局 状

64 79 64 34 楕円形 主両 状 第]42図719

65 84 74 47 楕円形 主民 状

66 65 62 27 円 形 主品 状

67 79 77 15 円 背2皿 状

68 76 71 51 円 背2 ビーカー形

69 71 66 36 楕円形 主同 状

70 84 71 43 楕円形 鍋 状

71 66 62 41 丹 背5 ビーカー状

72 98 96 57 円 背5 主両 状

73 87 79 46 楕円形 ビーカー状

74 79 72 66 楕円形 ビーカー状

75 107 95 75 楕円形 ビーカー状

76 85 75 39 楕円形 S品 状



土勝悉号
規 模 (cm)

平面形 断固形 日j 土 遺 物
長軸 短車出 深さ

77 75 72 46 円 背5 ビーカー状

78 65 58 47 楕円形 主民 状

79 87 73 52 楕円形 ビーカー状

80 79 77 77 円 背5 ビーカー状

I 81 73 64 58 楕円形 ビーカー状

82 64 58 47 円 百三 S品 状

83 94 84 63 楕円形 ビーカー状

84 96 85 31 楕円形 鋪 状

85 78 75 45 i弓 背2鍋 状

86 94 86 56 隅丸方形 主両 4犬

87 99 76 22 楕円形 鍋 状

88 93 86 66 楕円形 ビーカー状

89 75 72 46 円 背5 ビーカー状

90 88 80 45 楕円形 鍋 状 第150図239

91 75 72 65 丹 背三 ビーカー状

92 90 85 30 楕円形 主同 状

93 77 70 37 楕円形 鍋 状

94 88 82 47 楕円形 ビーカー状

95 93 76 33 楕円形 袋 i犬

96 86 82 41 楕円形 鍋 状

97 69 66 33 円 形 主品 状

98 66 59 14 楕円形 洗面器状

99 72 71 36 円 河2主品 状

100 76 68 38 楕円形 ビーカー状

101 70 65 50 楕円形 ビーカー状

102 64 57 44 不整形 ピーカー状

103 88 78 66 楕円形 ビーカー状

104 71 69 47 円 背5 ビーカー状

105 66 63 44 i司 庁三 ビーカー状 第143図720

106 75 62 28 楕円形 鍋 状

107 93 84 43 楕!ヰ形 鍋 状

108 84 71 70 楕円形 ビーカー状

109 71 70 48 円 形 全員 状

110 111 101 108 円 形 袋 状

111 114 102 41 不整形 鍋 状

112 71 65 52 円 背2 袋 状

113 61 57 46 円 方5S品 状

114 76 66 16 楕円形 洗面器状
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土墳番号
規 模 (cm)

平田形 断面形 出 土 1、8昨匂 ヰ知
長軸 短軸 深さ

115 68 65 49 円 丹5 ビーカー状

116 121 69 45 楕円形 主局 状

117 233 65 30 不整形 室員 状

118 95 85 68 楕円形 血 状

119 148 84 35 構円形 主同 状

120 107 81 62 楕円形 室岡 状

121 67 63 40 楕円形 主再 状

122 81 61 33 楕円形 鈍 状

123 77 70 21 楕円形 鏑 状

124 87 83 32 楕円形 主品

125 99 79 44 楕円形 鍋 状

126 87 76 ;鱈円形

127 91 84 46 月 形 告白 状

128 97 83 55 楕円形 鍋 状

129 78 74 38 円 背5主品 状

130 78 73 19 円 形 洗面器状

131 102 77 57 楕円形 鍋 状

132 78 64 28 楕円形 主品 状

133 92 71 54 楕円形 袋 状

134 88 42 24 楕円形 洗面器状

135 84 56 25 楕円形 洗面器状

136 85 81 77 円 青2 ビーカー状

137 70 62 56 楕円形 S局 背5

138 62 60 51 楕円形 主同 状 第143図721

139 108 88 52 楕円形 主品 状

140 87 84 53 円 背2 室岡 状

141 77 76 53 円 背三 鍋 状

142 86 81 66 円 背5S品 状

143 90 50 構円形 鍋 状

144 88 48 楕舟形 鍋 状

145 132 94 50 楕円形 S品 状

146 87 79 57 円 形 主品 状

147 60 51 42 楕円形 主同 状

148 97 87 53 楕円形 主両 状

149 88 77 56 楕円形 ビーカー状

150 90 74 45 楕円形 ビーカー状 第143図720

151 89 72 48 楕円形 S品 状

152 77 69 49 楕円形 ピーカー状
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x掴書ゆ 現 模〈岨〉
平 面影 断 蘭 書5 出 土 週 物長軸 短軸 深さ

153 70 時 :r7 楕円形 鍋 状

1剖 制 掛 75 問 形 ピ"カωcx
155 80 75 45 問 形 鍋 状

156 101 77 52 締円形 輔 状

157 63 59 3o 情円形 鍋 状

153 81 帥 44 楕円Jt> 鍋 紋

159 開 71 62 楕円形 ピm カー状

3曲 14 師 57 摘円形 ピーカー状

161 制 関 喧 構内形 織 状

162 75 68 41 構内 形 鏑 状

163 86 73 49 情円形 鍋 状

1制 H 72 37 円 形 鍋 状 第143悶722

165 97 76 臼 構内形 鴎 状

1砧 95 開 臼 情 円 形 織 伏 第145図14ト 752

167 t佃 崎 69 楕 円 形 織 伏

1曲 79 65 開 楕 円 形 崎 伏

169 E師 加 68 楕 円 形 鍋 伏

170 81 時 41 補 問 形 鍋 伏

111 113 iω 50 術 開 形 鍋 伏

172 110 95 53 耳、聾形 鍋 伏

173 76 73 49 何 m 鍋 伏

174 曲 73 52 楕円形 鍋 伏

175 78 71 29 楕円形 鍋 世

176 101 78 34 楕円形 織 伏 第1胡凶756

177 73 70 64 問 形 ビーカー伏

178 96 剖 71 情向車 ビーカー状 期146鴎757

179 lお 師 国 楕向車 鍋 状

l剖 加 74 75 情円形 ピ由カー状

181 73 割 63 楕円形 ピー*ー状

1也 72 70 53 問 形 ピ句カ・状

183 115 掛 70 楕円形 ビーカー状

1制 縫 時 48 構内形 織 状

I!時 115 95 45 楕円形 鍋 tt 
1部 同 曲 53 摘円 形 輔 拭

1明 回 55 鱒円形 輔 tt 
1揃 世 時 制 補円形 ビーカー状

I掛 110 75 55 構内形 鵬 状

1叫 53 55 幻 同 影 鍋 状 第14511l1753-7制

-1甜 ー



4 

咽署Z

II{¥弘j色i
111.色 1-
尚色l:
溺色土、!ii化物泌人
IYl持j色 1:

~ 

~ ¥ご

6 t:!-l_繍

ず

-40.00m 

、L2y-L辻三〆2号二l二境 40.10m 

ftj色1二
件1色 i二、 1)( 化物 il~ 人

第108図土壌

- 151 

;ケ l犯人

私

5号土境

¥一一ノ

lIiHM色 1.、炭化物・ロ
悩色上、炭化物・ロ-
lll.色 i、炭化物・ロ
ローム

11白尚色
溺色 l二、
ロ」、

撹1iL
1品色 1:，U!化物・ロ ム t~ rilt人 。

19H品色 iニ

40.40m 

40.50m 



可ヤ

111'¥潟色 1:、
IIf\f{~色l:ロ
11完封j色1:、ロ

ι40.50m 

-40.50m 

40.40m 

10号土嬢

-41.oom 

-40.90m 

109図

152 



、ヤ

12号j二機

40.00m 

第 1肘 lIi¥l品色 i→、焼 lニ炭化物・
耳~2制 H品色二l二、炭化物・ロ
第 31，同尚色1:、 /)1化物d~人
第41持前件J色l
第51，将ロム

hlil人

第111'1 波乱
第21-;守 備色 1--炭化物必人

40.00m 

f
2
T
3
3
3
 

5
軍
司

40.60m - -40.60m 

~ 

-40.30m 

H品色土、炭化物u{人
税制色|二、炭化物・俊色 1:ブロック泌人
IYJ1Ms_L tlU泌人
明]悩色二1:、炭化物
?{J色土、段色 1:の混合照
明溺色
阪色j二ブロノク

イ…
ハUPD
 
ハU44 
A
 

与 1庖 11自制色土、 ローム粒Fil芸人
第21自制色土

、伊

20号土.f:JJ賀

40.60m 

;:j'¥1 停1 n~f品色 1:、炭化物・口
第21O ，[~~f'品色 lペローム tJL f-'
第 311'1 IliHIJ色上、ロム粒r.
第4防 潟色土、炭化物・ロー
第511'1 潟色 L、ロームフロア
第6Wi lIiH品色 1:、ロ ムブロ
第7伊j 溺色 l→

第110図土境

15号土嬢

-40.20m 

考 11~1 尚色土、炭化物・ロームrU-uil人
(j'lZ"民 主主褐色 1:、炭化物・呼i主主体j色士泌人



/みζ¥ご小¥ 
;vノο

~~一____/ン../ / 
23~予土嬢

事与

2一六一~
第 111"1

可寄「

21号土境

第 1周 褐色土、炭化物焼ニi二
別総色土 ブロック泌入

第 2悶褐(';.ニi二、炭化物混入
第 31討 切J潟色オニ

40.70m 

ース

ト~一\

\ミこ~27号土壌

-40.80m 

~デ
第1/0羽熟語j色1ニ
第 2府系潟色土、焼土泌人

第 1綴祭器j色土、炭化物多hIに泌入
第 2庖 1Il'j-)品色二i二、炭化物泌入
第3問 IIf1泌色二i二

島 一

~二二弓

-40.80m 

員iil関 1111溺色 i、焼土多_hl泌人
第2層潟色土

-40.90m 

国
第 1防 lIiHl~色~.、ロームブロック ìli\人
第2層 IH1渇色土
第3貯tIIi'1II1.潟色土

民

-40.90m 

1 

第 1厨 l出褐色土
第 2隠 H古褐色土、炭化物混入
第 3層防備色土
第4隠 褐色土、ロームブロック泌入

民~ー\

仁1
一一28号土壌

弘

-40.80m \-よご=一戸.~~';.，1 .~ .~V'" て一一一万戸./ 3 
← /~ '--一戸ム/

、とニヨ子 第 1 凶 J~\地1:
χ 第 2信I NAfiJ色上、災禍色 t:u七人

第3問尚(';.L:

-40.80m 

「

土

一
J

色

一

一

潟
:
i
 

7
・・・
i
一
川
川

一

『

品

H

:
!
 

:

ー

一

~

第

40.80m 1 

L 
第 l悶 H自~色土
第 2胞質褐色土

民
第 1il"'i lIiI件j色 i二
第2信111自主HI品色土

/_一一"-.... 噌 -40.80m 

¥ I 11 一 一一一一十'? 第11'再 IIfYI品色士
¥ ¥ / I “ 第21，同 11高尚色 1:、主主fIl色 1:泌人

~ スス昇土

主

-40.80m 

¥. 1 / 第11'討 MA件j色士
丈一一士二二ゴ 第21'段lIi¥治色土

2 

1m 。

第111図

154 



~ 

40.60m 
-40.60m 

35号土嬢 ~ ¥三J
40.40m 第 110 ，f，l.¥f，J色」二、炭化物・ロ ムf!Lfilt¥人

34号土壌
40.60m -40.80m 一 -40.80m 

t-J  htiff 訂;7f::

-40.80m- 40.90m 

s 主三7l1il褐色!: ~ムニ戸J
1Il1i品色 1:
l1i{f品色 1二、事苦悩色土泌入

}Hfs色土

「ヨ三デ
県溺色:1こ
n¥1品色 i二、
1J，ぇf品色j泌入

44号土境

モ7
Ili';~品色土
H1持!色二!二

-40.90m 

I!H品色土、 !ff.制品，

土L¥ A 乍ミ う穴¥

(Q)ーにはー-~~~境 L人一
一一40.90m

T Q  
'" 2 ノ

40.90m 

ーーー一 第 1~良県尚色土
第 H母 11t'i悩色 l二 第 2硲J，U約色上、主主1M色1-，泌人
第2限 H古褐色 iニ 第3防l1il災尚色土

t~ぇ褐色土泌人

与ムコ/

。

第112図土境

- 155 

-40.90m 

J長H品色j二
尚色土

1m 

-40.90m 

、白/
!，1!J品色士
!註潟色土、災潟色上泌人



-40.40m 
50号土演

40.50m 

第 1府
与21':'1

。号J墳
53号土境

_40.6るm -40.60m 

トチムJ 己ギ
一一一一一一一 第11('1
炭化物・ローム牧子泌人消 21N

間

-40.80m - -40.80m 

~ 
によ一一一一ノ

ヨnl'同悩色|二

-40.80m- -40.80m 

寸~~ ~ 
¥ス亡=コl二ン
、4 一一一 拍望日lIiH!l色上

l府潟色上
;t，iAf品色j二

弘、

J 

~ 
!Hf;Mfu十~ロームtiLhg人

ロ ム紡 F・ロームフロノク ili¥人

、4三j
a'iH1 
第 21';守 ，'H潟色上、茂樹色 1:泌人

ト

第 1fl?] ，!!，¥潟色 i
第 21'~ f品色上

(rそ¥-

~ι 

1:、ロームt，zr泌人

-40.50m一 -40.50m 

-40.80m 
40.80m 

ミさグ
民

40.80m 

2 -40.80m 

cl/メ~ーす一

色

上

山
間
上
色

亦
色
刷
問

陥
潟
明

弘f有言、
買主j

-40.90m -40.60m 

てミZア b@~ 
，'H格Je上 沼 1 同，~.u尚色 l、ロームf'Lfdil人
11自体j色1: 第 2悶 H自体&eJ二、 ローム粒 [-ili¥人
I!iJlt.l色 1:

第113図土墳

156 -

口1



40.60m 

0_60m主亘;r

rto ~ 
トー ーノラ帯、 民 ~ 

r民))--崎臨)
~7ス号十矯 74号土演

-40. 70m 

む」一一ーへ--.(41

¥ Ct~ 2l 
1 IIiiN0色|、ロ ムドl[-，} ¥;'(dt人
1':'1 1I;'¥r日1:0.1

民;;1U7::ニ ruL人

-40.80m 

m
 

ハU
司，

e
• ハUA性

ド;う

民

75号土旗

喝需寄

14函土壌

157 

-40.60m 

-40.60m 

島/ク三±ト

( 
72号土壌

-40.70m 

ruL人

-40.70m 

-40.7001 

|、 力主 i 

1m 



協も』ノグ 、¥ 

一一 81号土壌

民
も詳

-40.80m 
40.80m 

40.80m 
-て 1 ¥ 2 _j 

I 3 _j 

に J 4 } 

ロームf，:Lf泌人

ローム了江4人

一
/

J

J

一1

一
2
-
3
一

r- ~IIj 

主
主

4fぇキT悦 i二

一~づ/
84号土境

-40.80m 

モぜ
第11¥'1 11;守褐色 l、炭化物il1i人
第2l¥"i 11自品色士、 f白色上泌人
招3府 }~H目色ト

可斗三平一

40.801百-40.80m 

←出J
!!W~色~J:
11計約色 lヲ

/士::::-..._奥

斤ü~ぐ\

¥ ¥ iJ/df:1J ) 

- 90号土繍

弘民

4 

-40.80m 

入ーやM
t
n
u
 
クツロフ

土
上
色
色
士

山
間
同
問
色

陥
来
日
間

品
H
J川
H
d川
H

T
A
ヲ
w
q
δ

Z
5
1
 

信
勾
勺
U
1
L

守外

-40.80m 
← 

40.80m 

斗 0.80m一一「一一一~一 一←ー

¥ ~-Ù 1_j ¥ 2 ----------I 
γ、2 I 、~込J

I~ ---斗 第11'自1 側色j二
I ^ j I 第 210 1111潟色!こ

lII:i潟色上
H白潟色土、
1I 1ì~ 品~ê土、

-40.80m 

¥ 3¥ 1 /r 
、/トー____// 第!1N1的見j色土
¥子-ニーJ 第2枠1f品色 l二

(l~ 31<:1 J!fj潟色土

土壌

158 -

第115函



…40.80m 

六ミ
俗 11自jg色土
!同 11;'¥1品ELrfJ色二i二傑人 第 1m lli¥褐色二i二、 μームt:LfM人

1々12"，¥1 lIi¥NJE:r. 
第3"骨 格;色土、ローム粒 ra~ 人

民

97号土境

可三7
日"亦褐色 1:
}烈品色{

101号土綴

98号土嬢

ハU
口

6• ハUA味

I'n 
隠

102号土嬢

40.80m 96号土嬢
-40.80m 

域

ア

/

3

正
¥
¥
i
受
J

J

て
¥
b
¥
U
U
U
/
/
内
包
♂
¥
103号土嬢

-40.80m -40.80mー
40.80m更す40.80m 

l日w I -1 211桝 目白補色 i

関11，守
!h?F4 7 

「出入

o.】府!同 泉lIi';拡褐j色色 il--
お3町iftJ色私私

¥s) 
札バ竺、J 

-40.80m 

込辺j105号土境
106号土繍

Hl!l芸ii1tiH総品色色色土オ1: 、弘JË+d~人

40.80m 

40.80m 
107号土腐

前九!持守℃J h土J
!!.¥NJ色 i
褐色1:

d
H川
一
一
司
け

h
h
 

第116図

159 



40.80m 
40.80m 

一O
一l
ノ

一戸、
U

F

/

吋

一

q
L
{

、、i
H

-一
E
4
-
Q
M

-

1

1
ム

-

〆

'
h

一
一
。
、
s

陥
制

xf
牡
(Um 

宵

一、、IJ
M
/
駿

一

一

与

、

三

『

ワ

臼

吋

/

/

リ

J
7

ffiTIJ 
IIJ'Yrg色土
nf111l褐色土

喝需要

116号土腐

40.60m 

)':'1 

主

-40.10m 
40.80m-←一一一一一一← 一 一 ? 

¥ 1 /~ヘ)ヅ
ト ~~n ~/ 
γ¥一一------ 2 / 

第1)>同よn褐色
i長政色村上位 n~人

司電電 第 21，ぽ !主体J色 1:
ロ ムfH・1長賞色f，!i上t:Lf-M人
lI;'j尚色土
1Iì'1'ff~色!日ローム f'L f- d~ 人
治色 1:

40.50m 

114号土境

EF 一℃三日フー
第1陪 H市f品色土
議2股 11白紘j色土と

nfý ß_~溺色 iこが泌入

/l;j.褐色1:
11;'\ 件3 fl:.:l:、ローム i~ rd~ 人
Ih¥抗体j色I

下こニグ 117号土蟻

-40.50m 

40.70m 

間lIiiI~J 色 l
!同lIi'Hg色 i
1r1 Ut'i" bV.俗色 i
)'?1 lIi¥lI'ifiJ色 l

第117図土墳

- 160-



一-40.50m

向
}

阿
川

島
句
け
ペ

4重量

¥[二J
(illl将 lI;'i出色 1.、口←ム fM人
誌'¥21，，'1

咽題Z

125ザ土敬一

エー -40.30m

¥ザ

;治ll¥"i
ケ121¥'可
与¥:11':'1 

上、炭化1'1 ローム fd~ 人

|、ロ ムね fJt)¥. 

喝電「

120号土境

-40.40m 

T日-40.40m 

-40.50m 

¥μJ 
話'~ 1 J刊
誌'~ 2 1'(/ 

126号土嬢

l‘ 

頃 一一』 私

!/"'" '¥¥ //  ~"" 
廿"lQ(f/¥ ¥¥ー 11 ¥ I 

九~ー----129i}j 崎 、~一一--一一 1乙げ二I子機 一一一 l 可 n):~-".lff:! 
も 、 J..0Vr"Jーし切ミミ

40.30m -40.20m 

.... 

-40.40m 

区ヨー

-40.20m 
一-40.30rn

て17
)(l 1 1，;') II;'ílり色 i 、ロームね fd~ 人

129 号二1:)1l~

第118図土境

161 

，;(¥11，.') 
N~ 2 1¥";， 
1，吋

130号二i二峻

。



!fi 11';1 

『唱r!i121i1 

-40.50m 

¥tf 
第l1i'i II;'i，:''UlJl':!. I二

-39.90m 

40.20m -40.50m 

百三
4曜正

一-40.40m

144号土嬢

一一一 AI1 つハ丹、
込υ.vviii

、
、
、

i
l
l
l
 

-40. 70m 

第119図土境

- 162 



_40.30m 

147 二境

148 ~}+機

-40.50m 

、、

ー

ー

~154号土壌 .........__..- 155~牡嬢

一‘ 一一← ー40.40m-
-40.40m ¥ 1 _T← 

時

第120図土壌

時 f長~

qヰ~~}

157号土境

-40.50m -40.50m 

EZ 
!刊 111';1l~E: 1， 
!刊 11;';1品色 l、ロームj:!rJ~ 人

o 1m 



、惨

4羽0.5印Or訂11 一4ω0.5叩Om 161号 !上て境

40.60れm ¥ 

一~一一一一 ¥ 1 O! ¥ 1 ) ~ 判印伽ηm一
¥ _~ 1 I 1 _ ~ I ¥ I - 宍'-....ふ I
¥2ム←ー J I C("支均/ 干、一一一ー句J ト 1 / 
てできず l 0'--/ / ドl~ 什心 /1

第1/同lI(i.b'tめ色 l 、ローム r~ilt ・伐化物似人江I 1 1¥"1 IIt¥lbJ色lペロームブロバ必人 一
~'~ 2 Jt:'1 IIt'i-泌色 i二、ロムPrJi¥人 第1/0，'1 11白防色 1 ，、炭化物・ローム rd~ 人

ムブロノゲ必人 (.f~ o肘 11白，i'!l100.1" ロームフロソフ必人 与112/':1 11立潟色 i、ロ

166号土嬢

u 
ー

、
、
、

l
i
l
 

.... ' 

167号土成

- 39.90m 

164号土綴

巳づj
ロム I~ fil，j人
・ロームフロノケ il~ 人

rd，j人

168号土境

町

、

左

匂

門

HハVハUハUAt
 

お1/':1 
W 21l"1 
江I:l/'，'1

|、 iiifl1勺dt人

ififと杓dt'人

第121図土墳

164 

165号土墳
40.50m 

- 40.00m 

169号上墳
-40.30m 

-40.20m 

。 1 111 



冷すーの
170号土境

40.40m 

40.50m 
171号土嬢

-40.50m 万三ア 比二J
t(~ 1 f'f"~1 U(i" b'lffJ色i、炭化物必人

:;(111['1 1Ii'，Il<li2 I、炭化i'D

島

::;111'，"1 ，:1，泌色 i、炭化物泌人

民

179号土壌177号土嬢
178号土壌

¥ ¥ 1 /ープ

¥ 2 D I 
¥ 0 寸

¥-.. 3 
¥.:， ζ7/ 

:;(111'，"1 

ローム粒

河
川
J

て4
 

Lγ
しi
 

l

《
i
Mソ

:~121(;r; 

与~ 3九千

40.80m - 40.80m- 40_ROm 

第122図

- 165 



ロームね(~ ll:~d~ 人

下

186号土墳

i 

ロムドu

上、ローム ra~ 人

40.80m 

40.80m 

187号土媛

一

4

/

戸

0

7

1
グ

日

明
八

U
一一

一J
U

1

/

一

ト
i

一

〉

4

)

守
u

一

一ち

J

一

七
ぐ
i
¥

ローム1:[rdB人

40.80m 

炭化物必人

第123図

166 

- 40.80m 

持

183号土境

40.80m 

下

40.80m 

-40.80m 

あ11';γI ft，J(0. 1 
(i'l21'，，，/ II;'ir品色 i、 ロ ム f:[rd~ 人

~ 
40.80m 

190号土綴 1:、ロ ム絞 f泌人

ロ1



構遺設埋器土号
、
1
1
;
;
/

/
I
1
1
、

A
A
 

私 (-...¥ 2号土器埋設遺構 島 3~土器理設遺機
ー ¥¥J-f¥

¥--_1 

4号土器埋設遺構

o 
40.20m -40.20m 

一一-40.30m 

-<1/ ¥1>ヲー

ト品色 1:，m化物泌入
-v 〈宍ミナー -40.20m 

tr!1Ii'1 f品色土 、y
U! 1沼鼓褐色土
滋21，将持oeニt

島 5号土器埋設遺構

( '¥ 
¥.__) 

島 6号土器埋設遺構 7号土器埋設遺構

fa¥lード f/'¥ 

¥ J/l¥ノ

区

X「50my--I- -40. 70m 

。 1m 

11品協色土、炭化物泌入
制色二i二
f品色上、 11存溺色 i二泌人
H自渇色土
H出会主総色土、尚色土M入
褐色ニl二
金~N品色:上、 n~色土M入
黄f!J色 t

第11<;'1 i品色

第124図土器埋設遺構

は波状、霊長部には一条の粘土紐貼付の隆帯がまわり、上部に撚糸圧痕文が施される。間の四ケ所に

は「ハ」状の降帯が貼付・され、それらの悶には擬似爪形文@撚糸庄痕文が配される。地文は結束の

ある縦方向の羽状縄文である O

土器埋設遺構(第 124図)

住居跡外にあり、明確に土器を埋設する掘り方を掘り、完形、半完形土器を埋設した遺構であるO

周辺に焼土が分布するものも認められ、住居跡の炉と盟、われるものもある。 以下表にしてまとめた。

遺構内@外出土土器

遺構内@外から、大木式、円筒式、北陸系の土器が多数出土している。ここでは大木式土器を I

群、円筒式土器をE群、北陸系土器を彊群、その他の土器をW群とし、各々類別して述べることに

する。

第 I群土器

l類土器 (26• 36'"'-'40 • 44 • 45 • 47 • 82 • 85 • 222 • 242 • 276 • 285 • 286'"'-'288 • 308 • 309 • 

349 • 425 • 426 • 435 • 451 • 453 • 493 • 52い 536• 550 • 551 • 585'"'-'587 • 589 • 623 • 624 • 697 • 

698 • 728 • 729 • 731 • 736 • 737 • 740 • 741 • 745 • 746 • 748 • 749 • 750 • 760 • 768 • 775 • 780) 

口縁が平縁、波状を呈する深鉢形土器が主体である O 粘土紐貼付、半裁竹管状工具により文様が

施される。波状口縁の頂部から粘士純貼付の降帯が、蛇行@鋸歯状@直線に施されるもの、横方向

の沈線で鋸歯状文が施されるもの、平行沈線開に京郎、粘土紐貼付の鋸歯状文、さらに交互利突を施
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すもの、半裁竹管状工具による刺突で爪形文が施されるものなどがある O

2類土器

口縁部は平縁が主で、中には波状口縁のものもある O 器積は口縁部が内傾する浅鉢形土器、口縁

部がゆるく内湾するキャリパー形を宝する深鉢形土器などがある。文様は撚糸圧痕文@押圧縄文@

粘土紐貼付文@隆帯文@楕円文@渦巻文などが施文される。施文様から a~c 類に分られる。

a類 (2 • 7 • 17.41.97. 106. 109.111. 116~119. 170 .172~175. 208. 224. 225.237. 

246 • 262 • 268 • 277 • 278 • 313 • 314 • 356 • 370~375 • 387 • 414 • 415 • 454 • 486 • 488 • 489 • 

505 • 508~517 • 525 • 548 • 592 • 634 • 635 • 639 • 672 • 686窃 689• 700~703 • 707 • 709"'-'713 • 

718 • 722 • 726 D 742 • 743 • 756句 758• 763 • 765 • 769 • 782~798 • 800 • 803) 
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766 6号土器埋設遺構
767 8号土器埋設遺憐
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撚糸圧痕文によって主に口縁部、頚部に文J憶が施される土器である O 撚糸圧痕文は単独で平行直

線 a連弧状 .y字状などに施文されるO

b類 (770 • 771) 

口縁が内傾する浅鉢形土器である O 四ケ所につまみ出したような痛状の突起を貼付し、細長い楕

円形に区画する。 771は竹管状工呉による爪形文が施される。

c類 (1 • 6 • 33 • 56 • 92 • 154 • 206 • 207 233----236. 247 • 310~312 • 315 • 333 • 338----342 • 

360----364 • 416 • 417 • 418 • 427 • 430 • 456 • 498 • 499 • 502 e 507 • 522 • 524 • 537，-.._，542 • 554 • 

563 564. 674 • 687~688 • 690，-.._，693 e 716 • 723 • 724 .804，-.._，820) 

粘土紐貼付による降帯が波状@山形に貼付され、それを縁どりする形で撚糸圧痕文@押圧縄文が

施されるO 末端は渦巻文になるものが多¥， iO また楕円文@渦巻文が展開するものもある。

3類土器

キャリバー形を呈する深鉢形土器が主体をなす。撚糸圧痕文.:l'IP圧縄文が施される土器も若干残

るが、文様の主体は粘土紐貼付文が隆盛となる。また、沈線文によって文様が施される土器もみら

れる。施文様から a，-.._，d類に分けられる O

a類 (75• 292 • 297 • 406 • 464 • 500 • 543 • 544 • 599 • 658 • 676 • 677 • 720 • 772) 

キャリバー形を呈する深鉢形土器で、口縁部に文様が施される。細¥，i粘土紐貼付の隆荷:を波状に

めぐらし、その両側を撚糸圧痕文@抑圧縄文によって縁どりする。さらに渦巻文などが施される。

b類(15.18.20.68.77.99.112.141. 142.145. 155~157. 177----179.180----182.214. 

215 • 269 • 293 • 316----318 • 334 352. 365----367 • 376 • 377 • 390~393 • 395~397 • 401 • 437 • 446 

~448 • 469 • 497 • 526~528 • 558 • 559 • 569，-.._，571 • 581 • 582 • 601，-.._，603 • 633 • 640 • 655，-.._，657 • 

673 • 675 • 719 • 721 • 757 0 821 • 822 • 824 • 825) 

撚糸圧痕文@押圧縄文が消滅し、細¥， i粘土紐貼付文が口縁部lこ施される。 I盗手ij:は直線@波状にめ

ぐり、渦巻文もみられるo

c類 (5 • 21 • 24 • 35 • 53 • 60 ----63 e 80 • 93 • 113 • 124 • 131，-.._， 135 • 144 • 146 • 149ペ58----

160 • 161，-.._， 164 • 183 e 184 • 187 • 193 • 238 • 249 • 257 • 259 e 270 • 27い 273• 319 • 320 • 324 • 

368 0 378----380 • 383 • 419，.....__423 0 426 • 432 • 433 • 438~440 • 449 • 465 • 467 • 472 • 529~534 • 

566 • 572~574 • 584 • 604~608 610. 613 • 629~632 • 637 • 659~663 • 671 • 714 • 730 • 753 • 

754 • 823 • 827 ~837 • 839 • 842~846) 

キャリパー形、波状口縁をなす深鉢形土器が主体を占める O 口縁部に大きな把手が付ーされるもの

もある O 粘土紐貼付が文様の主体をなし、胴部にまで施され、垂下@平行@鋸詣状@渦巻@構円文

などが施文されるo842は橋状把手が付けられ、 843 • 844は太い陵帯が付ーされる。ロ縁部には縦方

向に刻みが施されるものもある O 地文は単節斜縄文が圧倒的に多く、口縁部と体部では縄文方向が

異なるものも認められる。
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d類(14• 19 • 78 • 79 • 121 • 125 • 128'"'-' 130 • 150 • 151 • 186 • 196 • 213 • 325 • 369 • 404 • 

575 • 576 • 611 • 612 • 678'"'-'671 • 838 • 840 • 841 • 848) 

粘土紐貼付文はほとんど消滅し沈線文が主体となるO 平行沈線文@渦巻文などが施文される。 848

は縦に垂下する沈線文と、菱形をなす沈線文が付されている。

4類土器 (3 • 52 • 64 • 78 • 325 • 369 • 433 • 440 • 47い 474• 483 • 668 • 847 • 848) 

胸部が膨らみ、頭部から口縁部にかけてゆるく外反する小形の深鉢形土器が主体をなす。沈線に

よって文様が施され、顕部に数条の沈線がめぐり桐部にかけて垂下する沈線から、渦巻文@フ字状

文@糠状文などが展開する。

5類土器 (69 • 385) 

服部がゆるく膨らみ、口縁部にかけてゆるく外反する深鉢形土器である。沈線区画の磨消帯に

よって文様が施され、 IJJ字状@曲線で横方向に大きく文様が展開する。

第五群土器

1類土器 (34• 250 • 26い 272• 303 • 327'"'-'329 • 457 • 491 • 495 • 692 • 738 • 767 • 773 • 858r-...-

863) 

頚部から日縁部にかけて外反し、弁状把手を有する深鉢形土器であるo 773のように頚部に橋状

把手を付すものもある。日縁部@頭部に粘土紐貼付の隆帯をめぐらし、そのよ部にt，iJみ状の撚糸圧

痕が施され、降帯i習を充墳して、波状@鋸歯状に撚糸圧痕文が施文されるO
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2類土器 (12• 42 • 126 • 254 • 264 • 283 • 345 • 348 • 519 • 520 547. 593 • 666 .. 708 • 759 • 

764 • 864~868) 

頚部から口縁部にかけて外反し、弁状把手を有する る。粘土紐貼付の隆帯

がめぐり、直線@山形@弧状など複雑になる O その上部には刻み状の撚糸圧痕@半裁竹管工具によ

る爪]T:;の京!J突文などが施文される O それらのi習を充填して撚糸圧痕文ー撚糸圧痕による擬似爪形文

が施される O

3類土器 (23• 27 • 30 • 31 • 70 • 114 • 195ぺ31• 232 • 240 • 255 • 304 • 305 • 428 .. 435 • 487 • 

544 • 869~877) 

頚部から口縁部にかけて外反し、弁状把手を有するものと、平縁のものがある O 粘土紐貼付の降

帯はわずかに細くなり、腕部にまで下がる土器もみられる。降需:上には刻み状の撚糸圧痕が残るも

のと、まったく施文されないものがあるO また、半裁竹管状工具による爪形文が施文されるものも

ある。降帯間を充填する撚糸圧痕文はみられなくなり、変りに爪形@三角状の刺突文が施されるも

のがある。

第亜群土器

1類土器 (349• 350 • 386 • 408~410 • 412 • 545 • 684 • 685 • 878 • 884~887 • 890 " 892 • 893 • 

896) 

口縁部や胴部に縦位の半隆起線文が施文される。口縁、頚部に烈点状の刻みが施されるものもあ

る。

2類土器 (546 • 879，-._， 883) 

口縁部に横方向に半隆起線文を施し、その上部に半裁竹管状工呉による爪形文を施している 0

3類土器 (263• 492 • 638 • 888 • 891) 

地文は無文、細かい格子日文であるO 半隆起線文によって曲線@詰線@渦巻文などが施文されて

いる。 492はこケ所に山形口縁を有する深鉢形土器である。口縁部、頚部に二条づ、つ半隆起線文がめ

ぐり、 頚部に L形@癌状に粘土紐貼付ーが施される。 腕部は細かい格子目文の地文に半隆起線が L

宇@クランク状に展開する。

4類土器 (586 • 894 • 895) 

口縁部は無文;帯で横位に半隆起線文が施される。その下には連弧状に縦位に文様が施文されてい

る。

第IV群土器(137• 138ペ85• 211 • 212 • 251 • 252 • 260 • 326 • 343 • 344 • 357，..._，359 • 381 • 

400 • 443 • 484 • 485 • 501 • 507 • 577 • 583 • 614~618 • 620 • 621 • 636 • 664 • 665 • 667 • 683 • 

685 • 694 • 695 • 704 • 715 • 849，-._，857) 

と円筒式土器の中間形式とも思われる土器群である。平縁のものもみられるが、波状

口縁が主体を占めるO 頚部から口縁部にかけて外反し、胴部が膨らむ深鉢形土器が多い。文様の主
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体は口居、口縁に波状の粘土紐貼付による降帯をめぐらし、上部に刻み状の撚糸圧痕が施されるこ

とである O 口縁部以下の文様は、細い粘土紐貼付文@波状@弧状・ r ~犬に撚糸圧痕文、ヘラ状工呉に

よる沈線文が描かれる。また、爪形文なども施文される。

土製品(第 160'"'-' 163図)

1 • 2はミニチュア土器と思われる。 1は口縁部の二ケ所に穿孔がある。 3は舟形を呈する土製

品である O 内部は中空で=上部の一端に穴が穿たれる O 土笛と思われるo 4 • 5は側面が鼓状を呈す

るo 4は中心部に穿孔がある O 耳飾りと思われるo 6は中心に小さな穿子しのある円盤状土製品であ

る。 7'"'-'10は三角@円@角柱形を呈する。 7は中央に一条の切り込みがまわっている。 9は等間痛

に沈線がまわり、片面に三条の沈線が縦に走ってし可る。 10はきれいに面取りされ、両端に沈線がま

わるo 11 '"'-' 18は三角形土製品である。 11'"'-'日は片面に竹管状工具による束Ij突文が施されている 0

14は弧状に撚糸圧痕文が配される。 16'"'-'18は無文である。 19'"'-'27は土偶である。 19は下半身が

欠損する O 顔は抽象的に表わされ、胸に乳房が付される。表裏に竹管状工具による細t，i沈線と刺突

文が施される。 20は胴部で背面に沈線が施され、背骨ラインがリアルである。 21は足部、 22は腹部

が大きく膨らみ、両足は非常にリアルに作られている。 23は胴@腹部で沈線で文様が描かれ、背面

には渦巻文がみられる。首部の欠損箇所に厚くアスファノレトが付ー着している。 24 • 27は頭部で、

目@日@鼻ーなどが表されているo25は腹部が膨らみ中央に縦に 1本沈線が施される。 26は腕部で表

面に刺突@鋸歯状文が施される。 33は土冠である。長さ 9.1cm、底部巾 5.3cm、高さ 6.1cmを測るO

側面は三三角形を呈し、下部で段がつき蔵部となる。側面の一端に穿孔されており、沈線によって文

様が描かれている O 底部の中央部分はくぼんでいる。

石製品(第 162 • 163図)

29は卵形を呈し上部に穿孔が施される。磨かれており硬玉製の大珠であるo30は円形を呈レ二I::J央

に穿孔がある。 32はハート形を呈し、上部の両側に穿子しされている。表裏面には擦痕が多数みられ

る。これらはいずれも装飾品としての用途が考えられる。 31は一端が欠損する もので、き

れいに面取りされている。 34は石冠である。長さ 10cm、底部巾 5cm、高さ 3.7cmを測る。正面から

みると「かまぼこJ形をなし、側面は三角形を呈し下部に広い段がつく。一側面から底部にかけて

斜めに穴が穿たれている。段の正@側面には沈線によって円@渦巻文などが施されている O 底部は

平坦で擦痕が多数みられる O

遺構外出土石器(第 164'"'-'171閲)

石鍛 257'"'-'273は無茎の石倣で、 258 • 266 • 271は表裏にアスファノレトが付着している。 274

は柳葉形、 275は有茎の石織である。石笠はすべて頁岩である。

石錐:276'"'-' 279は基部と錐部が明確に区別できる。 278 • 279は錐部先端が欠損している。石質

は頁岩であるO

石匙 280'"'-'293は縦形、 294'"'-'298は横型の石匙である。量的には縦型石匙が多い。 297 • 298 
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ハハ仙

り~ ~ ~守8

~ 21 

20 23住居跡
21 30住居跡
18 42住居跡
22 11フラスコ状ピット
16 21フラスコ状ビット
17 25フラスコ状ピット
15・19 遺様外

o 5 cm 

第161図遺構内@外出土土製品
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31 23号住}，r;跡
29・30・32 26!け(E}rI}跡
23 43りn:肘JEi}J;
27 14~} フラスコ状ビソト
25・26・28 立1I，在外
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33 

34 23号住居跡
33 38号住居跡
35 62号伎居跡

第163図遺構内出土土製品。
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は横型石匙であるが三角形状を呈するO 石質は頁岩であるO

石槍 299，___ 309は石槍である。 299，___ 301は小型のものであるo 302，___ 307は細身のもので

303 • 305は先端部が欠損する。 308 • 309は先端部が鋭利に尖ってし帰。 309はLド程から基部にか

けて柄を装着したII寺に使用したと思われる蔓状のものを巻いた痕跡が明瞭に残っている O さらにそ

の前後にアスフアルトが付着している O 石質は 309が凝灰岩、{由は頁岩である。

ヘラ状石器 310，___ 329 • 334'"'-' 337はへラ状石器と思われるものである。 310は三角形を去し、

両側縁に剥離が施される。 312は信平な石材の先端部に剥離を施し刃部にしている。 313_..._， 329はい

わゆるへラ状石器である。左右対称で両面加工がなされている O 石質は 312が凝灰岩、他は頁岩で

ある。

掻器状石器:332 • 333は両側縁部に加工が施されている。 338は弧状をなしている。石質は頁岩

である。

磨製::s斧:339 ，___ 355は磨製石斧である。基部@刃部が欠損するものが多い。石質は凝灰岩のもの

が多い。

石鍍 356_..._， 361は石錘である。府平な丸い石材の両端を打ち欠いて作られている。

くぼみ石:362 ，___ 365はくぼみ石である。 362 • 363はくぼみ部が片面に二ケ所あり、両面使用の

ものである。

磨お 366，___ 379は磨石である。謄面が片面@両面のものがみられる O

石血 380 • 381は石皿の破損品である。 381は中央がくぼみ、磨痕跡が明瞭で=ある。

平安時代

平安時代の遺構として竪穴住居跡4軒が検出された。住居番号が飛んでいるのは縄文時代の住賠

跡と通し番号にしたためである O

35号住居跡(第 172図〉

調査区北端で検出された。縄文時代の 64 • 65号住居跡の上部に構築されている O

プランは、東西 4.2m、南北 4.5mのほぼ方形を呈する。確認、面からの深さは 16cmで、壁は斜め

に立ち上がるO ピットは 11個検出されているが、東@西@南コーナ一部にあるピットの他は明確に

本住居跡にともなうものか不明である O カマドは東壁に付設されている。北側の袖がわずかに遺存

するが他は不明である。燃焼部は火熱を受けて赤変している。

55号住居跡(第 173図)

調査IR北西端部で検出された。

プランは長軸 5.8m、短軸 4.3mの長方形を呈する O 確認、面からの深さは 14cmで、控は斜めに立

ち上がる O ピットは 28個検出されている O 主柱穴は各コーナ一部、一辺の中間点にあるピットと思

われる。カマドは検出されなかった。床面は平明で堅く良好である。床面上に本佳居跡を切る 3号

218 



土墳が掘り込まれている。

70帯住居跡(第 174図)

された。

プランは、長i紬5.0m、短車由 4.4mのほぼ方形を虫する O 確認、白からの深さは 22cmで、監は斜め

に立ち上がる。ピットは 15個検出されているが主柱穴は不明である。カマドは明確でないが東壁際

にこケ所焼土が堅く分布する範囲が認められることからカマド痕跡の可能性も考えられる。床面は

平坦で堅く良貯である O
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土器(第 176図)

479は領土から出士命した。

台イ、j".L不で回転糸切り後に高台

を貼付し、 ナデを方むしてい

る。赤燈在Lを呈している O

78号住居跡(第 175図)

調査区中央西側で検出され

fニ()ili [iLi i'fliは;fJi-しし、二[-_11又り

によって切られている。

プランは長軸 5.2m、短斬!

4.0 mの長方形を呈する。椛

認、面からの深さは 16cmで、

壁はほぼ垂直に立ち tこがる。

ピットは 18@I検出されてい

るO 主柱穴は各コーナ一部に

あるピットが考えられる。カ

マドは南壁東寄に付設されて

479 70) J-0:1，1;跡
480・481 78サ住民跡

第175図遺構内

霞 L
カマト I人j

A 

。。
4 

5 

渇色 l二、炭化物、陵色土ブロソク出入
褐色上、炭化物多量出人
褐色土、焼 i二混入

第174図 70号住居跡
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いる。阿袖は壊されて不明であるが、住居外に長くのびる煙道が検出された。燃焼部には火熱を受

け堅い焼士が認められる。!未聞は平坦で、堅く良好である。

出土遺物

土器(第 176図)

480 • 481はカマド内から出土した。頚部が「く」の字状に外反し、打縁部が直立する土師器護で

ある。 481は制部にへラケズリ調整が胞される O

遺構外出土議物(第 162図)

28はフイゴ羽口である O 上部は欠損するが先端部は火熱によりガラス状になっている。

"01 

旦。

新しい土取り

υ1 

A A' 
-40.2001 

B 8' 
-40.2001 

第176図 78号住居跡 。 2m 

222 

lI) 

一
心
(
匂
慎
一

笹
山
路

?

と

す

時

一
島
町

H
m

一小川町よ

N
担
活

安
門
掠



まとめ

一縄文時代中期一

住居跡について

本遺跡では4つの舌状部をもっ台地の中央部西端で 74軒の竪穴住居跡を検出した。住民跡を構成

する各要素(平面形@規模@長!lii11方向@炉等)について分析してみたい。

平面形は、円形@楕円形@偶丸方形.li関丸長方形があり、以下のように分類される O

第 I類、円形......29 • 32 • 38 • 40 • 45 • 53 • 54 • 57号住居跡

第立額、楕円形ー.....1.2.4，.._，7 9. 10，.._，16. 18. 19. 22，.._，28.30.31 3336.37 39.41，.._， 

44 • 46，.._，51・56• 58 • 60 • 61 • 63，.._，65 • 67 • 71，.._，73 • 75号住居跡

第直類、隅丸方形-一...8号住居跡

第百類、偶丸長方形・ー…34 52. 62 • 68 .. 69号住居跡

床面積(大きく重複しているため推定面積のものも含む)については、次の 6つに分類されるo

10 ni以下......29 • 33 • 36 • 40 • 43 • 45 • 54 • 62 • 72号住居跡

10.1 ，.._， 20 ni......12 • 13. 22，.._，24 • 26 • 28 • 32 • 46 .49. 50 • 56 • 63 • 67 • 74号住居跡

20.1 ni，.._， 30 ni......1.トトト 10• 16 • 25 • 27 • 31 • 34 • 38 • 44 • 51 • 53 • 57 • 65号住居跡

30.1 ni，.._， 40 ni...... 4 • 7 • 11 • 14 • 15 • 41 • 58 • 62 • 64 • 71 • 73 • 75号住居跡

40.1 ni，.._， 50 ni...... 2 • 18 • 30 • 39号住居跡

50.1 ni以上・・・・・・19• 37 • 42 • 61 • 69号住居跡

長軸方向については、次のように分類されるO

。。三五α<450 E.・・・・・ 1• 7，.._， 12 • 14，.._，16 • 22，.._，28 • 34 • 37 • 44 • 50 • 51 • 56 • 69号住居跡

450 三五α<900 E.・・・・・18• 41 • 42 • 43・46号住居跡

。。孟α<450 W...... 2 • 6 • 30 • 31 • 48 • 49 • 50 • 64 • 71 • 72号住居跡

45
0 三五α<900 W・・・・・・ 4 • 13 • 19 • 57 • 58 • 61 • 62 • 65 • 67号住民跡

東一西方向に長軸がくるもの・・・・・.5 • 33 • 36 • 39 • 60 • 62 • 63 • 68 • 75号住居跡

炉は 74軒の住居跡、のうち、 27• 28 • 31 • 33 • 45 • 49 • 50 • 51 • 60 • 65 • 72号住居跡を除く 62軒

から検出された。構造上から 5つに大別される O

A類、地床炉・・一..床面が焼けているもの

3 • 6 • 36 • 37 • 43 • 46 • 47 • 52 • 68 • 69号住居跡

B類、土器埋設炉・…・・床面を掘りくぼめた後、土器を埋設して使用したもの

2 • 4 • 5 • 8 ，.._，10 • 12 • 14，.._，25 • 29 • 30 • 32 • 34 • 40 • 41 • 44 • 48 • 54 • 57 • 61 • 64 • 67 • 

73，.._，76号住居跡

C類、石囲炉・・・…礁を組んで炉外部と密画したもので、方形のもの (C1類入 Uまたはコの字形の

もの (C2類)に細別される。また、石囲炉であるが重複し、切られているため形態が不明瞭な
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もの (C.草!)1>ある.

C，紙…"1・38・田 ・6!l号tE肘削t

c，m・H ・-マ13号{主防跡
C.l/j. ・19・30・30・刊 ・57・開 ・02・刷号住居跡

1)矧、 Gl週土総理段式戸川山保Ifui'掛り<11:めた後、 l二穏を開設し、 帽を組んで炊外部と区帽した

むのである。

7・3ト 12・話 ・3-1・却 .71• nf}住居跡

10語、問式炉・ 一土認埋投N!I鮒り込み部+費量り込み薄からItる恥のである.

関号化財務

以 上、 lt肘赫のお要素について慨縦してみた。平筒形と炉自制みのbせは必 iのようになり、 n

鮒が織も~い。 Amは" ・ IVlI(で::1.めりれ、 c， . D~員は "制にともはうものが多いようである。次

に、時即!の判明する 31軒のが巳弔いて時期 ・形態別 iζ分.IlIすると議2のようになる。地時炉ほえ点

7.. ïhMに忽められるが、そn以H' 1~-7られない。士r川fJ量þÎl'併時期にみ られるが、.1\.本8"

l!IlI:e b害‘、。 G ・ c. ~置の石倒IlJfについては哩設土QI.íどの明確I:I~捌告判別する資料、必〈不明

で"品。c.婚の石慰留置、 0 111の石I!I土混岬~五位、大本 7 s • 7 b悶にはみられず、大本 83m以附

日よ単められる。

帰後に、 F痩設土務、床r前It~.ll'.協から明般に時期由わかる住居跡は炊のようである。

大本 7. 式肌ー 38 ・ 37 ・ ~O ・ 刷 ・ 75ワ日'居跡

大木7b ... -tWl" ・ 2 ・ 3 ・ 5 ・ 9 ・ :~4 ・ 13暗LE居跡

川向I:Il'Ib式1IIl"'"'17 'Jj h{il跡

六本80式声1…・1 ・19・22・u・21・25・鵠 ・刊 ・58・刷 ・肝 ・71・73号住居跡

円筒 L6C式銅……目 ・ 32 ・ 67・t(H!l~事

k本8b式Jt1I，.""7・56号!U，'U

A本叩式JIII""，，53・54リ償対跡

表1 住居跡事面影と伊の形懲

|平iIIiAl '怒 A Il C， C. C. 。 E 昔十
車直 s 7 

u 事 6 お 3 7 6 胡

圃 Z語

R Z罰 s I 6 

以 tのように、本遺跡では7形式にわたる変遷が認められ、大'"8.よNlh'1i査も多い。x本 10式

則11 '1'!'.地怨どから他とはむ下織胞が慨はる。 また-4~JØI内での成過に勺いて陪不明でめる。
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2 住居跡、炉の時期別分類

五期炉形態 A B Cl Cz C3 D E 計

大木 7 a 2 3 5 

大木 7 b 2 3 5 

円筒上層 b l 

大木 8 a 10 3 1 14 

円筒上層 c l 1 2 

大木 8 b 1 1 3 

大 木 10 1 1 2 

特異なピットについて

22軒の住居跡で、長軸線上の一方の壁際寄りに比較的大きなピット、すなわ 50'""-' 130 cm、深

さ45'""-' 100 crn、 1M好面形がロート状を呈するものが検出された。構造から 2つに分類される O

I類…・・・黄白色粘土、または黄褐色土で周囲に高く盛土し、馬蹄形状に縁取りしたものO

4 • 23 • 25 • 27'""-'29 • 32 • 40 • 44 • 62 • 64 • 67号住居跡

豆類…・・・ピットの周囲に馬蹄形状の盛土を持たないもの。

16 • 18 • 19 • 22 • 34 • 37 • 39 • 58 • 68 • 73号住居跡

I類に類似したピットは、山本郡八竜町萱メIJ沢貝塚で、は「有機物投捨施設ムまた青森県近野遺跡
(51: l ) GI: 2 ) 

では「特殊施設」と呼ばれている O 豆類は、男鹿市船川大畑台遺跡、能代市館下 I遺跡、北秋田郡
(ま1:3) GJ:4) 

上小阿仁村不動羅遺跡で、検出されている。いずれも具体的な性格、機能については不明であるとし
(註5) 

ているO 本遺跡においてもこの種のピットの性格を特徴づける具体的要素は認められなかった。た

だ I類では馬蹄形状の盛土で忠ー識的に居住区域とを画しているように思われることから住居跡内に

おいて璽要な位置を占める施設と思われるO 今後資料の増加を待って検討しなければならない問題

である。

フラスコ4犬ピットについて

フラスコ状ピットは 28基検出された。 1'""-' 6号フラスコ状ピットは昭和 43'""-'48年までの調査

で検出されたものであるO に検出されたものは 6基確認されたが、屋内施設と

して明確に捉えられるものは認められなかった。土居断面の観察結果から、 10 • 19号の 2基は住

居の構築以前のもの、 20 • 21 • 27 • 28号の 4基は住居廃棄後に構築されたものである O 特に 19

号フラスコ状ピットは壌口部に貼床を施し 26号住居跡を構築している O

土墳について

調査区の東部、南部、南東部の三地区に集中して 190基の土墳が検出された。これらの土壌は平

田形が円形もしくは楕円形を呈し、断面形はビーカー状、鍋状を呈する O 規模は長袖 55crn'""-' 113 

cm、短軸 50cm'""-' 102 cm、深さ 30'""-'70 cmでミある。土墳の内部からは、こぶし大の礁が多数検出され



る。土器を検出する土墳は 27基と少ないが、大木 7b式期から大木 8a式期に位置づけられる。こ

れらの土墳の性格については例を待つ

遺物について

しfこい。

下堤 A遺跡から土器@石器@土製品@石製品など多数が出土している。

前述したように、大木式、同筒式、北陸系の土器が出土しており、 I群を大木式、 H群を円筒式、

亜群をJと陸系、日r群をその他の土器として分類し、それぞれ形式によって類別した。

第 I 群土器は l 類から 5 類まで分類した。 1 類土器は深鉢形土器が主体で、粘土紐J~占付、半裁竹

により文様が施される。粘土紐貼付の隆帯を垂下させ、鋸歯状、蛇行、直線に施し、横方

向に鋸歯状文、交互利突、爪形文などがみられる。大木 7a式に比定されるものである。 2類土器は

大木 7b式に比定される土器で、ある。深鉢形土器、浅鉢形土器がある。撚糸圧痕文が主体で平行直

線、連弧状、 r状に施文される a類と、粘土紐貼付文と撚糸圧痕文、:l'ffl圧縄文とが組み合される c類

がみられるo 3類土器は大木 8a式に比定される土器で、施文様から a，-.._，d類に分類した。キャリ

バー形を呈する深鉢が主体であり、 粘土紐貼付の降;出;によって全体に文様が施される b• c類が主

体を占める O 口縁部に粘土紐貼;告を施し、南側を撚糸圧痕、 {f!1圧縄文で縁どりする a類は大木7b

式に近いものである O また、粘土紐貼付文が消滅し、沈線文が主体となる a類は大木 8a式でも新

しい時期と思われるo 4類土器は大木8b式に比定される O 小形の深鉢形土器が主体で、あるが出土

量は少なし、。 5類土器は大木 10式に比定される。 深鉢形土器が主体で、沈線区画の磨消帯によって

文様が展開する。

第立群土器は 1類から 3類まで分類した。弁状把手を有する深鉢形土器が主体であり、撚糸圧痕

文により、波状、鋸歯状文が施される l類土器は円筒上関 a類土器と思われるo 2類土器は円拍手上

居 b式土器で、あるO 隆司;が発達し複雑になる。隆;出:間に撚糸圧痕による擬似爪形文が施文される。

3類土器は円筒上層 c式土器であるo 1盗;出:が細くなり、胴部近くまで下がる土器もある。隆司:間に

撚糸圧痕文はみられなくなり、変りに爪形、三角状の刺突文が施される。

第班群土器は 1類土器から 4類土器まで分鎖した。出土量は非常に少なく、小破片である。 北陸

系の土器は、技ノ 出土し、 1群から 6群まで分類している。本跡出土の l類土器

は2群lこ、 2 • 4類土器は 3若手、 3類土器は 5群にそれぞれ比定できるものと思われ、ヰ!期初頭円

筒上層 a式、大木 7a式土器に併行する北陸系土器と思われる O
(H7) 

第IV群土器は波状口縁が主体の深鉢形土器である。口唇、口縁部に刻み状の撚糸圧痕を施す降帯

が波状にめぐり、同笥上問式土器とも思われる O 一方、口縁部が外反し、胴部が膨らむ器形、胴部

に施される文様は大木式と思われる。いわば円筒式土器と大木式土器の折衷形式とも言える土器群

である。



表3 住居跡一覧

住居番号 平面形 長軸方向 周溝 床面積Cnf)炉の構造 埋 翠 日寺 j羽 備 考;

1 惰円形 N 2
0 
E ~ílç 21.8 方形石間炉 lf!c 

2 楕円形 N27
0 
W 11!c 42.7(推定) 土器埋設炉 有 大木 7b 

3 líl~ I由 床 炉 11!~ 大木7b 

4 稿!司1f3 N510 W 1íl~ 36.2 土器埋設炉 有市

5 楕円形 N 104
0 
E 11!~ 23.4(推定) 土器埋設炉 有 大木7b 

6 椅円形 N19
0 

W 1I!~ 20.7 地 床 炉 1渋

7 椅円形 N 8
0 

E 1m 34.2 石間了1-.器開設炉 有 大木8b 照平[143年

8 隅丸五形 N16
0 
E 書長 土器埋設炉 有 大木8a 

9 指円形 N 15
0 
E 無 29.5 土器埋設炉 有 大木7b 昭和48iド

10 不整靖円形 N36
0 

E 11!~ 22.7 石囲土器埋設炉 有 発掘調査

-1二器埋設炉 手I

11 措円形 N16
0 
E 無 J η1.1 石間二i二器埋設炉 有

12 楕円形 N 9
0 

E 無 15.1 石国土器埋設炉 有 円借上層c

土器埋設炉 有

13 橋円形 N60
0 

W 11民 18.9(推定) コ字形石間炉 抜き取痕有り

14 i惰円形 N38
0 
E 無 33.1C推定) 土器埋設炉

15 椅円形 N33
0 

E 11!~ 33.4 土器開設炉

16 楕円形 N16
0 

1m 29.1 土器埋設炉 大木8a ? 

17 11!~ 土器埋設炉 有 円筒上層b

18 楕円形 N52
0 
E f限 41.0 土器埋設炉 有 ? 

19 ;楕円形 N52
0 

W 1庶 52.9 石 聞 炉

土器埋設炉 有 大木8a 

20 11!c 土器埋設炉 有 円筒上層 b? 昭和43，..._，48年発掘調査

21 首長 土器埋設炉 有 つ

22 不整楕円形 N16
0 
E j庶 18.0 土器埋設炉 有 大木8a 

23 橋 i司 Jf3 N 30 E 無 18.9 土器埋設炉 有 大木8a 

24 精 pj JT3 N 90 E 1m 11.6 土器埋設炉 有 大木8a 

25 楕円形 N 2
0 
E 11!~ 22.3 器明設炉 有 大木8a 

26 楕円形 N10
0 
E 11!~ 19.8 石It百土器埋設炉 有{ 大木8a 

27 楕円形 N31
0 
E イゴ 47.7(推定)

28 楕円形? N25
0 
E 事!~ 16.3C推定)

29 円 背3 11!~ 8.0 土器埋設炉 有 つ

u つ() .~ ヒ 口flJ ;川Eノ予 Aム唱J120 ¥̂/ ~す~ 12 ・ 1(~~士二写ハム字戸rノl Ti て 1￥主~! J乃L子，弓

土器埋設炉 イヨ 炉4.大木7a.円倍上j自c

31 楕円形 N19
0 
W 実認 28.7 

32 p] Jf3 事長 11.9 土器埋設炉 有 円筒層c

33 不整橋円形 N 103
0 
W 11!~ 6 

34 偶丸長;右形 N24
0 
E ;tl!~ 26.2 土器埋設炉 有

石間土器i型設炉 有 大木7b 

35 平安住居跡

36 椅円形 N97
0 

E 11!~ 9.8 よ由 床 1m 大木7a 

37 楕円形 N 3
0 
E 11!~ 53.7 よ也 床 炉 11!~ 大木7a 

38 円 :Jl~ 1m 25.5 長方形石間炉 11ま



表3 住居跡一覧

匝聖平面形 長車Ibプ5"IL1J 周溝 床面積(nf) 炉の構造 ;開 聾 !時 期j 儲 考

39 楕円形 N95
0 
W 者氏 49.2 石 囲 :炉 1m 

40 不整円形 事!{ 8.1 土器埋設炉 有 大木7a 

41 楕円形 N64
0 
E 事長 30.1(推定)土器理設炉 有 大木7a 

42 楕円形 N54
0 
E 11~ 58.2 石 間 炉 1i!{ 

43 精円形 N52
0 
E 1ft~ 7.5 地 床 炉 1í!~ 大木7b 

44 楕円形 N20
0 
E 1m 29.8 土器埋設炉 有 大木8a 

45 円 Jf3 1I!~ 9.4 大木8a 

46 精 P:I形 N660 E 1í!~ 14 地 沫 炉

47 椅 i弓形 無 上由 床 炉

48 椅円形 N 9
0 
W 11!~ 器埋設炉 有 つ

49 楕円形 N12
0 
W 無 17.8 

50 惰円形 N15
0 
E 無 11.6(推定)

51 楕円形 N36
0 
E 無 20.5 

52 隅丸長方形 無 地 床 炉

53 円 形 f庶 2.3 複 式 炉 有 大木10

54 円 7f3 者!~ 9.4 ト器珂設炉 大木10

55 平安住居跡

56 椅円形 N23
0 
E 無 10.5(推定)長方形石閉炉 有 大木8b S43.---48年発掘調査

57 楕円形 N58
0 
W 無 27.5(推定)石 国

土器埋設炉 有 円簡上層c

58 楕円形 N52
0 
W 知t 39.5(推定)石 囲 炉 有 大木8a S43，......48年発掘調査

59 無 石囲土器埋設炉

60 楕円形 N85
0 
W 主ま 9.6 

61 楕円形 N57
0 
W 無 51(推定) 土器埋設炉 つ

62 隅丸長方形 N84
0 
W 無 32.8(推定) 石 間 炉

63 精円形 N97
0 
W 1ft~ 16.9(推定)長方形石間炉 11民

64 楕円形 N36
0 
W 無 32.5C推定)石 間

土器埋設炉 有 大木8a 

65 婿円7f3 N470 W 1m 24(推定)

66 m~ 

67 構内形 N50
0 
W 無 14 土器埋設炉 有司 大木8a 

68 隅丸長方形 N90
0 
W 1!正 地 床

氏59 ~，甲コ寸ノー1いム戸ム、rノtjJfノ玉 ]'!・!‘日3
0
E 山 4nF 10ι T!tJ 応 4ト百

70 平安住居跡

71 楕円形 N 50 W m~ 34.2 石屈土器壊設炉 有 大木8a 

72 楕同形 無 8.2 

73 楕円形 N10
0 
W 1I!~ 37.6 土器埋設炉 有 大本~8 a 

74 j弓 月三 1日t 19.5 土器埋設炉 手J つ

75 楕円形 N90
0 
W 1!!~ 32 土器埋設炉 有 大木7a 

76 j尽 土器埋設炉 有 つ

77 1I!~ 石凶土器埋設炉 有 つ

78 平安住居跡



一平安時代一

遺構と遺物

調査区の北西端から平安時代の竪穴住居跡4軒が検出された。方形、長方形のプランをもち、カ

マドは35号住居跡が南東壁、 78号住居跡は南壁に付設されている。南西 300mにある F堤 B遺跡か

ら3軒、東に隣接する下堤C遺跡からは 31I1汗の住居跡が検出されている O 出土遺物は非常に少な

いが、赤褐色土器が出土しており、 |ご堤 B、C遺跡と同様な時期と思われる。

註1. i萱メIJ沢貝塚J 山本郡八竜町萱メリ貝塚発掘調査報告書; 八竜町教育委員会 1979 

1978 

Y
E
ム下

山
ロ
口
か日
h日

「
i
i

つ
ω

つり

AA

1

1

1

1

十
士

一
一
コ
口
一
一
一
一
口
一
一
コ
ロ

円本鉱業株式会社船川製油所 1979 

秋田県教育委員会 1979 

註 5. 上小阿仁村「不動羅遺跡概要J 上小阿仁村教育委員会 1978 

註 6. i秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財ー発掘調査報告書牟 坂ノ上F遺跡」秋田市教育委員

会 1985

註 7.山本郡八竜町「萱刈沢貝塚jで 5号住居跡から a式土器と大木 7a式、新崎式の土

器が伴出している。

参考文献

，下堤遺跡
秋田市教脊委員会:i小阿九 発描調査報告書J 1976 

坂ノ上遺跡

秋田市教育委員会:i秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 湯ノ沢B遺跡J 1983 

秋田市教育委員会:i秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 下堤C遺跡J 1987 

秋田県教育委員: 1981 

田沢湖町教育委員会:i黒倉B遺跡一第 I次発掘調査報告書J 1985 

青森県教育委員会:i中の平遺跡発掘調査報告書 1975

芹沢長介坪井清足他:i縄文土器大成第2巻'-1:3期J 講談社 1981 
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下堤A.B.C遺跡航空写真(北西→)

下堤A遺跡航空写真(北西→)

図版 1



2号住居跡(東→)
図版2



3号.5号住居跡(北→)

4号住居跡(北→)

図版3
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